
群馬県勢多郡大胡町

堀越並木(Ａ･Ｃ地点)遺跡
｢県営農免・ふるさと農道整備事業勢多中央地区」

に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第３集



巻頭カラー図版１

＝垂二一ｺ

一一
咄鈩母寺

ｕＬ 

■ ■苗

露■ 

忘汀

－ 

F= 

の

千
、
枡
１
１
‐
Ｐ
●
』

瀞。グェー
…：． 鍛鱗

猫

； １１ 

■ 

/''１ 
１１ 

１１１ 

牙

宙?勺
q 

■ 

jjlF 

宙?勺
q 

■ 

jjlF 
ユ

､■■ 

ユ

､■■ 

｡、

みば

函畔眠囚
Ｌ
 

〃 箕蕊

一・冠一面缶ニーと．：の戸

吋一』毎二黒壇．.～閃ﾐ｣'i噴凸笛記－.磑丞･-産ぃ
Ｐ｡■▲●浦、■ 

並木Ｃ地点遺跡全景



巻頭カラー図版２

■ 

曰

81, 

●
ワ

● 
拳

／ 

OAB 

■ 

し △
》

己

。
⑤
夕
毎
』

了
可

●－ 

並木Ｃ地点遺跡Ｊ１Ｈ完掘状況

つげる-．００ ロ
■ 

。

心 ● 
￣ 

噌
□ 

（ ● 

P＿句巴

遷鋤
＆ １

Ｊ
 

□
Ｐ
ｂ
 

■ ■ 

■ 

同遺跡Ｊ２Ｈ完掘状況



巻頭カラー図版３

Ｐ 

､ 

■ 

ｑ，'● 

⑱
。
■

６
 

〆邨、
餌
Ｂ

■
 

が
Ｐ

必
■ 

「

`ｏＩｏａ 「

む

可

０ 

甲

房
｢ 

趣，
￣ 

『⑳

並木Ｃ地点遺跡Ｊ５．７Ｈ完掘状況

Mi`:Y2選=÷登苦iJ弓ヴ

ｊｌ;Ｗｌ３１(幾'1＿よ

：』
□ 

/彌回
匙■材

Ⅵ 

Ｌ Ⅱ 
Pu 

■ 

■博尿
》

鋪〉ｒ 

で

」

９ 

も可
白

‘ 

鶏
＆ 

..● 
了

■Ｐ 

勘5夢

同遺跡Ｊ６Ｈ・集石



巻頭カラー図版４

゛館。

蝋■で
P￣ 

鰯々
、

■ 
鰯 田

、西

illiif 

￣－－－ 

宇酉字、

iii ごい

● 

UU 

穀,"〆‘
．，狩砿'

’ 
P■ 

、‘
く参考資料〉並木Ｂ地点遺跡全景

隷鱸
Ｚ 

Hiiiiii;iilliiiliTlf葦FTJififjif
Ｔ 

ロー■

,'｣テ

認l`ｗＬｊｌ鴬jLﾆミ ;砿ｺﾞﾛ痙IZZ
繭が１，

１｝「

」１
 

，
１
 

■ 

召ｊ

ｌｉ鱒ｉｉｉ

辻跨

、Ｉ Ⅱ 

咀白竿らゆ

几イ

臼切

｡参一

） 

燦－

－了:-１
1 

ぷ

Ｏ 

ノ
刀冠

■ 

･丙

１１ 

il鍵ｉ１ｉｒ
‘Ｎ 
、Ｉ

両
Ｊ

』

竜
一
Ｉ

壹已■皿冗ツ，一・Ｊ一一一ＹＴ唱
一△汀

一一

。

丘

、

Ｉ 、
Ｉ

１
 

０
１
 
－
 

同遺跡土坑群



はじめに

「県営農免･ふるさと農道整備事業勢多中央地区」の事業に係わる

告書の第３集が刊行されました。今回の並木遺跡の調査報告では、

100箱にのぼる縄文時代前期～後期に亙る土器や石器が出土し､敷石

坑等も見つかりました。特に､調査区の東側で見つかった「捨て場」

が無い程の土器と石器が出土しました｡この土器の中には､東北地方

のものが見られ、交易の広さが窺われます。

この周辺は、以前に調査された縄文時代後期を主体とする土器等

堀越西一丁田遺跡、その北方には縄文時代中期の甲諏訪遺跡、南方

の堀越中道遺跡があります。

今後、調査される並木遺跡の東側台地部分の調査により、詳細な

や土器が検出されることで縄文時代の生活の一端が覗かれると期待

発掘調査の実施から本書の作成にわたりご協力.ご指導をいただ

位に感謝申し上げると共に末筆ではありますが関係者の皆様の苦労

といたします。

発掘調査報

パンケース

住居跡や土

からは足場

や信越地方

が出土した

では同前期

遺跡の分布

します。

きました各

を謝して序

平成16年３月

大胡町教育委員会

教育長松 本浩
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本書は、「県営農免・ふるさと農道整備事業勢多中央地区｣の実施に伴い､平成13年度と平成14年度に１ 

発掘調査を実施した発掘調査報告書である。

２遺跡の名称は、遺跡の中心を占める字並木に大字の堀越を付して堀越並木遺跡とする。

《発掘調査》

堀越並木Ａ地点遺跡（堀越水押地内）

平成14年１月10日～同月23日

堀越並木Ｃ地点遺跡（堀越2101-1地先ほか）

平成14年９月18日～同年１２月25日

《整理》平成15年５月19日～16年３月26日

３発掘調査は、大胡町教育委員会が中部農業総合事務所との委託契約に基づき、直営で実施した。

４調査組織及び本書の作成組織は、下記のとおりである。

事務局文化財担当、

教育長松本浩一係長山下歳信

事務局長井上健児主査藤坂和延

５本書の編集と執筆は、山下が行った。

６石器（石鍼・石斧）の実測・トレースは技研測量設計株式会社、遺物の写真撮影・土器ネーミング

は山武考古学研究所、石材同定はパリノ・サーヴイ（株)に委託した。

７発掘調査によって出土した遺物は、総て大胡町教育委員会文化財事務所に付設する収蔵庫で管理．

収蔵している。

８発掘調査から本書作成の過程で下記の方々や機関からのご指導.ご協力をいただいた。記して

の意を表します。（順不同・敬称略）

群馬県中部農業総合事務所農村整備部整備第一課技研測量設計㈱須賀工業㈱

パリノ・サーヴィ㈱山武考古学研究所サノヤ産業㈱縄文セミナー参加の諸氏

鈴木徳雄増田修谷藤保彦．関根慎一小川卓也福田貴之水谷貴之

伊藤順一斎藤準

９発掘調査参加者（順不同・敬称略）

勅使川原幸枝小沢チズエ井上美代子萩原秀子荒井愛子杉淵富雄

登坂うた子中村富子須田善正大原芳江石原スミエ角田美知代

感謝

梅澤きく江

松村福二郎

友永茂

l嶋岡政雄

荻野春子

山下雅江

阿部清子須田誠瀬下昇錦栄子

水谷貴之(調査補助員）



凡例

１第１図位置と周辺の遺跡は、大胡町役場発行の20,000分の１現況図に加筆して使用した。

２第２図堀越並木遺跡とその周辺は、大胡町役場発行の2,500分の１現況図に加筆して使用した。

３遺構番号の略称は、住居跡Ｈ、土坑Ｄとし、縄文時代の遺構なので頭にＪを付した。

４遺構・遺物の縮尺は、挿図図版にスケールを付している。

５Ｃ地点遺跡出土の土器は（）で出土位置を表し、捨て場は略称（ス）とした。

６遺構図中に記した断面基準線は、標高を示す。

７遺構図中に示したＮ方向は、座標北である。

８縄文土器の胎土内に繊維を含むものは、断面に●を付した。

抄録

フリガナ

書名

副書名

巻次

編著者名

編集機関

発行機関

ホリコシナミキエー・シーチテンイセキ

堀越並木(Ａ・Ｃ地点)遺跡

｢県営農免･ふるさと農道整備事業勢多中央地区｣に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第３集

第３集

山下歳信

大胡町教育委員会

大胡町教育委員会

〒371-0292群馬県勢多郡大胡町堀越1115番地

〒371-0292群馬県勢多郡大胡町堀越1115番地

発行年月日2004年３月26日
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挿表目次

《付表》並木Ａ・Ｃ地点遺跡石器・土製品計測表 149～1５１ 

図版目次

１ＡM1艫艫|W出土柵２

１CMI点鋤全景(1陳より）２

１Ｊ１Ｈ遺物出土状況２

１Ｊ２Ｈ石斧出土状況２

１Ｊ６Ｈ道1W出土状況２

１Ｊ８Ｈ炉２

１Ｊ４，遺物出土状況２

１１号集石２

１捨て場AlX遺物出土状iＲ２

１捨て場C区遺Wi出土状況２

１Ｎ0343遺物出土状況２

１Ｎ0238遺物出土状況２

Ａ地点遺跡出土遺物(2)

Ｃ地点遺跡出土遺物(1)

Ｃ地点遺跡出土遺物(3)

Ｃ地点遺跡出土遺物(5)

Ｃ地点遺跡出土遺物(7)
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ｃ地点遺跡出土遺物ＣＤ

Ｃ地点遺跡出土遺物鋤

図版１

図版３

図版５

図版７

図版９

図版11

図版１３

図版１５

図版１７

図版１９

図版２１

図版２２

図版２４

図版２６

図版２８

図版３０

図版３２

図版３４

図版３６

図版３８

図版４０

図版４２

図版４４

図版４６

図版４８

図版５０

図版５２

図版５４

図版５６

図版５８

図版６０

図版６２

図版6４

AMI点遺艫1W出土状況

同上(真上より）

同上

J2H完柵呪(真上より）

J6H炉`石U出土IllMR

J1D遺物出土)Ｍ

同上(近撮）

２号集石

同上
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Noll9遺物出土状況
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図版４１Ｊ１Ｈ(南より）２

図版６１Ｊ１皖掘状況(真上より）２
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図版ｌ０１Ｊ７Ｈ遺物出土状況(北より)２

図版１２１Ｊ〃J3Hの一部(右隅）２

図版ｌ４１Ｊ４Ｄ周辺の完楓糀２

図版１６１３．４号集石２

図版１８１捨鶴A鴎WllillWl２

図版２０１Ｎ0118遺物出土状況２

N0918遺物出土状況

図版２３Ａ地点遺跡出土遺物(1)

図版２５Ａ地点遺跡出土遺物(8)

図版２７Ｃ地点遺跡出土遺物(2)

図版２９Ｃ地点遺跡出土遺物(4)

図版３１Ｃ地点遺跡出土遺物(6)

図版３３Ｃ地点遺跡出土遺物(8)

図版３５Ｃ地点遺跡出土遺物00

図版３７Ｃ地点遺跡出土遺物⑫

図版３９Ｃ地点遺跡出土遺物⑭

図版４１Ｃ地点遺跡出土遺物⑯
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図版６３Ｃ地点遺跡出土遺物㈱

図版６５Ｃ地点遺跡出土遺物㈹

A地点遺跡完掘状況
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群馬県勢多郡大胡町

堀越並木(Ａ･Ｃ地点)遺跡
｢県営農免・ふるさと農道整備事業勢多中央地区」

に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第３集



第Ｉ章発掘調査に至る経緯

大胡町では、勢多郡富士見村～前橋市の小坂子を経て同郡大胡町を横断して同郡宮城村に至る事業名

「県営農免。ふるさと農道整備事業勢多中央地区」に係わる農道建設に伴う事前の埋蔵文化財発掘調査

を平成12年度より開始しました。

同年の発掘調査は、前橋市と隣接する横沢芳山・同大塚遺跡が行われ、横沢芳山遺跡では良好な鍛治

遺構、同大塚遺跡では、古墳二基等を検出しました。

平成13年度では上記遺跡の発掘調査報告書を刊行しました。発掘調査は大字堀越地内で60㎡の面積の

並木Ａ地点遺跡を行いました。

平成14年度には町単で行われた並木Ｂ地点遺跡と今回報告する並木Ｃ地点遺跡、縄文時代の陥し穴を

検出した堀越乙諏訪遺跡を調査しました。

並木Ａ地点遺跡の発掘調査は、北向きの傾斜臺面に茂る竹、同根っこの抜根から開始しました。試掘結

果から縄文時代の土器が多く出土した事に基づき、出土遺物は平板測量による遺物分布図を作成した。

その結果、同遺跡は捨て場と考えられた。

並木Ｃ地点遺跡の発掘調査も試掘結果に基づき、遺構面まで浅い南方の傾斜変換地から低地面へと表

土(耕作土)を小型(0.25)の重機により掘削して行い、その後に遺構の確認を行った。東方で北向きの傾

斜面から低地部に確認された「捨て場」の遺物出土状況は、技研測量設計(株)に委託してドット図を作

成した。調査結果は、竪穴住居跡８軒、土坑７基、捨て場、近現代の溝２条の遺構を検出した。

グリツトは第Ⅸ系国家座標に合わせた５ｍの方眼を設け、Ｘ＝47755Ｙ＝-60985を基準として東西方

向を西側より１２３．．１３とし、南北方向を南側よりＡＢＣ・・・Ｐとして、南西隅の杭をもってグリツ

ト名とした。

調査報告書の作成は、中部農業総合事務所所長渡邊展章氏と町長伊藤静雄との契約で、平成15年５

月19日～同16年３月26日までの問で行われた。

第Ⅱ章遺跡の位置と周辺の遺跡

勢多郡大胡町は、群馬県の中央やや南寄りに誓える赤城山の南麓に位置します。県都前橋市とは南～

西方で接し、東方では同郡宮城村と同郡粕川村に接します。町の中心街区である場所は、戦国時代の大

胡氏～近世初期の牧野氏の居城であった大胡城の城郭部とその城下に該当しますが、大胡バイパスの周

辺に新しい商業区域が広がっています。

並木遺跡(１）は上毛電機鉄道の「大胡駅」から北々西に直線距離で2.2Kmあります。駅から遺跡までの

順路を辿ると先ず600ｍ程北進すると大胡町役場があります。この場所は大胡城(28)の城郭部である南曲

輪(四ノ曲輪)に位置します。西方には低地を挟んで大胡小学校・中学校があり、この一帯が殿町と呼ば

れる武家屋敷跡です。学校の西側を縦断する町道上ノ町・前野原線を北進すると大胡城主の菩提寺であ

る養林寺(26)があり、その西方には大胡太郎の開祖と云われる長善寺があります。この付近も古く平安時

代の集落があったと考えられます。同所より１Km程北進すると西方に縄文時代前期のニッ木式期の集落

跡と平安時代の把手付鍋や｢立｣の焼印、馬具等の鉄製品、「立｣と書かれた墨書土器や礎石を有する竪穴

－１－ 



住居・掘立柱建物跡が検出され、下級官人に掌握されたと考えられる堀越中道遺跡(18)があります。東方

にも平安時代の竪穴住居跡が検出された堀越乙関替戸遺跡(19)があります。

さらに北進すると道は=又に分岐し、左が町内で県道四シ塚・原之郷・前橋線に接続する大胡10号線、

右は隣接する宮城村に行く大胡11号線となります。この分岐地点から程なくすると今回報告する堀越並

木遺跡のＡ・Ｃ地点遺跡があり、北～西方には薬師川が南流する低地が広がります。

遺跡の範囲は町道の分岐付近を中心として台地縁辺部から東～南方の台地平坦部に広がると考えら

れ、以前から縄文土器片等が多量に分布していた箇所です。

平成14年度に行った堀越並木Ａ地点遺跡(以後、Ａ地点)は、当事業で新設された農道と大胡10号線と

が交差する隅切り部分に該当する箇所です。この隅切りの南では同線の拡幅工事で実施した堀越並木Ｂ

地点遺跡と接します。遺跡は台地の縁辺部の一角にあり、北方向への傾斜.面地です。

堀越並木Ｃ地点遺跡(以後､Ｃ地点)は大胡10線と11号線を結び、Ａ地点に続く台地の縁辺部を通過する

路線部分です。調査区内の傾斜.変換部分での標高は218ｍ前後で、緩やかに北～北西方向に傾斜していま

す。

再び周囲の遺跡を概観するとＣ地点の南で分岐して北～北東方向に走行する大胡11号線沿いには、縄

文時代後期(堀之内～加曽利Ｂ式)の土器が多く出土した堀越西一丁田遺跡(2)が隣接し、さらに北上す

ると縄文時代中期の集落である甲諏訪遺跡（３）に続きます。大胡１０号線を北上すると竪型製鉄炉や木炭

窯、住居跡が検出された乙西尾引遺跡(4)等があります。

並木遺跡の西方は、薬師川や二本松川やその支流、さらに寺沢川が南流する低地と台地が交互に織り

成しています。薬師川右岸の台地の東側縁辺部には古墳時代の集落跡である新畑遺跡(16.17)、同遺跡の

南方にある同時期の集落跡の五十山遺跡(23～25)があり、さらに南下すると縄文時代後期(堀之内式)の

注口土器が出土した天神遺跡(29)、瓦塔・淨瓶等の寺院に係わる遺物や朱墨土器等が出土した平安時代

頃の拠点的集落である天神風呂遺跡(33～39)が分布します。同遺跡の南東方向には低地を挟んで藤岡･大

胡線の両側に東･西小路古墳群(40)、縄文時代中期(加曽利Ｅ式)の集落と古墳を検出した西小路遺跡(41）

と上ノ山遺跡(42)があります。

二本松川やその支流、寺沢川沿いにも多くの遺跡が存在します。縄文時代前期のニッ木式期の集落跡

である堀越丙・丁二本松遺跡(９．１０)、横沢新屋敷遺跡(8)、同期の黒浜・有尾式期の集落跡である横

沢向山遺跡(15)があります。同台地上には小円墳が多く築かれ､古墳群を構成していますが、その大半は

痕跡を留める程度の残存であり、横沢新屋敷遺跡や横沢大塚遺跡(7)では記載漏れの古墳が検出されて

います。

大胡城跡の崖下を流れる荒砥川の東では、弘仁九(818)年の地震に起因する泥流で埋没した水田社であ

る中宮関遺跡(45)、縄文時代前期（諸磯式）の土器、須恵器窯・木炭窯・竪型製鉄炉等を検出した上大

屋・樋越地区遺跡群(48)等があります。

〈遺跡名〉

１堀越並木遺跡２堀越西一丁田遺跡３甲諏訪遺跡４乙西尾引遺跡

５西尾引遺跡６横沢芳山遺跡７横沢大塚遺跡８横沢新屋敷遺跡

９堀越丙二本松遺跡１０堀越丁二本松Ｂ地点遺跡11.12堀越丁二本松遺跡１３横沢向田遺跡

１４横沢向山Ｂ地点遺跡１５横沢向山遺跡１６新畑C地点遺跡１７新畑遺跡

１８堀越中道遺跡１９堀越乙関替戸遺跡２０柴崎遺跡２１茂木二本松遺跡

２２真木遺跡２３～２５五十山遺跡２６菱林寺館吐２７殿町遺跡

２８大胡城跡(群馬県指定史跡）２９天神遺跡３０堀趣古墳(群馬県指定史跡）

３１茂木大道下遺跡３２柳沢遺跡３３～３９天神風呂遺跡４０束･西小路古墳群

４１西小路遺跡４２上ノ山遺跡４３下宮関泄跡４４前橋東商業高等学校遺跡

４５中宮関遺跡４６八ツガ峰遺跡４７稲荷塚古墳４８上大屋･樋越地区遺跡群

－２－ 



第１図位置と周辺の遺跡
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第Ⅲ章検出された遺構と遺物の概要

遺構

《Ａ地点》（第４図）

住居や土坑の検出は無かったが、縄文前期～後期に至る遺物が狭い面積に多量に出土した結果、捨て

場と判断した。台地部側の南東隅はゴミ捨て場となり、近現代のものが多くみられた。遺物は南西方向

に傾斜する標高216.30ｍ付近から低地方向に検出され、その大半は土層註の第４層に集中して出土した。

《Ｃ地点》（第３図）

遺構は、中期～後期と考えられる住居跡８軒と土坑７基、多量の土器・石器が出土した捨て場がある。

住居跡は台地の縁辺部分に７軒と低地部分１軒が検出された。その残存状況は良好では無く、不明瞭な

箇所が多い。西方で三軒の敷石住居跡があるが柄鏡形住居の形態かは不明であった。

Ｊ１Ｈ（第５図）

調査区の西方、Ｈ・Ｉ－４Ｇに位置する。標高217.30ｍ付近で西方～北西方向に緩慢な傾斜地に検出

された敷石住居tlfである。南東方向にＪ２Ｈがあり、北壁部分は近現代と考えられる１号溝、上面を耕

作溝が走行し、敷石の残存状況等から台地部側の約半分のが残ると考えられる。

主体部に残存する敷石は半径２ｍ前後の円内にあり、南西～南東側に60～70cm程の幅で比較的大き目

な偏平な河原石を帯状に設け、北東の壁面にも河原石が見られ､この間には小礫が点在する。北西に残る

河原石も敷石として使用されたと考えられる。

炉はほぼ中央部分(破線の円形部分)に位置したと考えられ、焼土とカーボンの混じる暗褐色土を確認

したが、規模・形状は不明である。壁は全体の１／３が東方に検出された。

出土遺物は、南々東の敷石間に深鉢(842)が出土した。その胴部下半は河原石によって圧し潰れた状態

であった。その他に576.787の土器片、石製品の石鍛(1188.1192)がある。南西方向に敷石から2.4ｍ程

離れて埋設土器(752)が検出された。この埋設土器と炉吐を結ぶライン(Ｎ－４２ｏ－Ｅ)は住居跡のほぼ中

央を通過すると考えられる。そして埋設土器が当住居跡に伴うものであれば、住居の形態は柄鏡形住居

と考えら、長軸長は6.6ｍ以上あると推察される。

Ｊ２Ｈ（第５図）

調査区の西寄り、Ｇ－３Ｇにその大半を占め、北西方向の緩慢な傾斜･面に検出された敷石住居杜であ

る。標高は台地部側の東方で217ｍ前後で、北東にＪ１Ｈ、西方に土坑等が隣接する。

住居の形状と規模は南北に併走する耕作溝により著しく乱れている為に不明瞭である。敷石は西方の

大半が不明である。石敷部分は南西部分にあり、偏平な河原石等を使用して東西2.15ｍ、南北1.3ｍ規模

で平坦に敷かれている。この南には細長い偏平な２石が縁石状に配され、その南方に張り出して小礫が

分布する。この部分が柄鏡形住居を形造る張り出し部分かは不明である。残る空間部分にも礫が散在す

る。炉吐は石敷部分の北東部分､住居跡の中央部分にある。僅かに西～北辺を構成すると考えられる石組

が残り、この隅に埋設土器(769)が検出された。この結果から方形の石囲い炉と推察される。壁は台地

－７－ 



側の南～東方に検出されたが、北方では不明瞭となった。この壁沿いに３カ所の柱穴がある。これらを

総合して住居跡の形状と規模を推察すると半径2.5ｍ前後の円形と考えられる。

遺物は中期後葉末～後期初頭の土器(747～７４９．７５５．７６３．７８４．７８８等)が東方の壁沿いと炉祉に出土。

石製品としては縁石の脇で磨石(1253)、炉祉の北方に石皿片(1284)、分銅形の石斧２点(1183.1184)が北

東壁沿いに出土した。

Ｊ３Ｈ（第６図）

調査区の西方､Ｅ－２Ｇに位置する。西方に向かう緩慢な傾斜薑面で標高216.75ｍ前後を測る。その主体

は町道大胡10号線下にあったと考えられ為、形状や規模等は不明である。東側でＪ２・３Ｄ、南側でＪ４

Ｈと重複する。検出された東壁沿いに偏平な河原石が弧状気味に並んで検出されたことから、敷石住居

吐と考えられる。出十遺物は757がある。

Ｊ４Ｈ（第６図）

調査区の南西隅にあり、西方に向かってＥ－３Ｇポイントのある緩慢な傾斜･面に検出された。標高は

216.90ｍ前後である。北方部分でＪ３Ｈ・Ｊ３Ｄと重複し、西方で町道大胡10号線に接する。

遺構の残存は悪く、南北方向に併走する耕作溝等によって著しく破壊され、僅かに炉吐と柱穴が検出

されたのみである。

炉吐は60cm前後の方形の掘り方を有する。底面に焼土・カーボンを確認し、石が抜かれた痕跡がある事

から石囲炉と判明した。検出された柱穴と炉吐から、半径2.1ｍ前後の規模を測る円形の住居跡と考えら

れる。出土遺物は不明である。

Ｊ５Ｈ（第６図）

調査区の中央やや西寄り、Ｌ－６Ｇを中心とする低地部分にあり、試掘時に炉祉が検出された住居跡

である。標高216.60ｍ前後を測り、南東方向にＪ７Ｈが隣接する。

形状は残存する壁と柱穴の配置から半径2.3ｍ前後の円形と考えられる。壁の掘り込みは残存の良い南

壁の中央部分で10cmである。床面は不明瞭で堅織面は確認できなかった。柱穴は南壁沿に８カ所検出さ

れ、１～Ｌ４ｍ間隔で配されている。トレンチの西方や北西部分に検出されたものは帰属は不明である。

炉吐の北や北西方向に黒褐色土に食い込んで大きい自然石が見られる。

炉吐は掘り方の西に後期称名寺２式の所産である土器を埋設する炉と考えられる｡炉体土器は強い被熱

を受け、非常にもろい状態であり、今回は実測図等の掲載はしなかった。掘り方は１ｍ前後の隅丸方形

で中央部分が40cm前後の深さの掘り込みである。

遺物は炉内から中期中葉～後期初頭(４７８．６２６．６７２．８３７．８６１．８６２)土器片が出土した。

Ｊ６Ｈ（第７図）

調査区の東方､Ｌ－１０Ｇに位置する捨て場Ｂ区に検出され､北方向に向かう緩慢な傾斜面に位置する｡標

高は残存する南壁で217.70ｍ前後である。北～北東方向には集石が隣接する。

規模は炉吐を中心とした半径2.5ｍ前後の円形と推察される。壁は台地側の南～東に確認され、壁沿い

に柱穴が検出された。床面は不明瞭で、堅織面は確認できなかった。
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炉吐は内径の一辺が45cm程を測る方形の石囲炉であり、北辺の一部が開口するが石抜きの痕跡は認め

られない。各辺を構成する礫は著しく被熱受け、剥離や変色が見られる。西辺の上面には直交する様に長

さ60cmの細長い瓜状の礫が横たわり、立石の可能性も考えられる。

遺物は炉内から加曽利Ｂ式の破片(1005)と粗製土器(1016)等がある。その他に中期中葉～後葉の土器

片(197.293.378.388.466.504.589.595)がある。

石製品としては、石皿が炉内部(1278)と西辺沿いに出土した。緑泥片岩で擦り面が抜け､穴の開いたも

の(1276)と偏平自然礫を使用したもの(1277)の３点が出土した。その他に石鍼（1186.1187.1189）があ

る。

Ｊ７Ｈ（第７図）

調査区の中央付近、Ｋ－７Ｇポイント付近を中心として標高217.55ｍ前後を測る台地変換部分に検出

された。残存は北方部分が法面として切られている為に約半分である。台地部側の南壁ではＪ７Ｄが重

複し、北西の低地部にＪ５Ｈが隣接する。

形状は円形を呈すると考えられ、規模は半径2.8ｍ前後となろう。壁は台地部側に確認され、残存の良

い中央部分で高さ20cmを測る。床面は平坦で比較的堅くしまっている。柱穴は残存する壁から30～40ｃｍ

程の隔たりをもって弧状に配されている。炉吐は法面に検出された柱穴状の掘り込みと考えられ、焼土

化した部分を確認した。埋設土器を利用した炉吐と推察される。

出十遺物は後期初頭の称名寺式（809.818.846.852）～後期前葉の堀之内式(870～873.884)等があ

る。

Ｊ８Ｈ（第７図）

調査区の東端の大胡線11号の路肩下にあり、Ｎ－１２Ｇの捨て場Ｃ区で炉吐のみが検出された。北方で

傾斜変換点となる。炉吐は石囲い炉で６石で構成されているが炉床は不明であった。

Ｊ１Ｄ（第７図）

調査区の西方、Ｆ２．３グリツトに跨がり、西方向に向けて緩慢な傾斜面に検出された。台地側の東

壁付近で標高は216.85ｍである。西方にＪ４Ｄ、南東にＪ２Ｄが隣接する。

形状は東西方向に長い隅丸方形で、南方がやや突出する。長軸方向での主軸はＮ－６７ｏ－Ｗにとる。規

模は長軸長1.86ｍ、短軸長Ｌ５２ｍ、掘り込みは35cm前後を測り、底面は緩やかな西傾斜である。

覆土中には大小の礫があり、北隅の底面から両耳壷(744)がある。覆土中から中期中葉の土器(317)､後

期初頭の土器（786.798.801.804)、石製品としては石錐(1231)が出土した。

Ｊ２Ｄ（第７図）

調査区の西方、Ｅ２グリットの北東部に位置する。西方向に向けて緩慢な傾斜慰面に検出された。標高

は台地側の南東部分で標高216.80ｍである。北東～北部分にＪ１．２，、西方にＪ３Ｈが隣接する。形

状は北西～南東方向に長い隅丸方形で、長軸方向での主軸はＮ－４６ｏ－Ｗにとる。規模は長軸長1.15ｍ、

短軸長95cm、掘り込みは最も深い中央部分で65cmを測り、底面はやや凹凸である。

覆土内の上面～下面に大小の河原石があり、縄文後期等の小破片（36.893）の土器が出土。
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Ｊ３Ｄ（第６図）

調査区の西方、Ｅ２グリツトの東に位置する。西方向に向けて緩慢な傾斜面に検出され、Ｊ２Ｄとほ

ぼ同じ標高にある.Ｊ３．４Ｈと重複し、すぐ北にＪ２Ｄが隣接する。形状は55cm前後の径を測る円形

で、３５cmの深さである。覆土中からは小礫があったのみである。

Ｊ４Ｄ（第８図）

調査区の西方、Ｆ２グリットの中央部に位置する。台地と低地部の変換点付近に検出され、東方の台

地部側で標高216.50ｍである。調査区に沿って玉石の石積があり、その掘り方により南西～西側が破壊

されている。また、土坑内と東方に電柱埋設の深い円筒形の掘り込みがある。

平面形は隅丸方形と考えられ､東西３ｍ､南北2.8ｍ前後の規模を推察する。底面は五角形気味を呈し、

中央部分が僅かに窪む皿状で深さ55cm前後である。立ち上がりは南壁が有段状となり、他は上部に向け

て開口する。

遺物は中期中葉～後期初頭のものである。下層から後期初頭の遺物が出土し、上層で中期中葉の遺物

(252)、後葉の加曽利Ｅ式（568.575.758）が混入していた。後期初頭の称名寺式期は、両耳壷(756)の

他には７７０．７７１．７７５．７８１．７８２．７９１.814.840がある。堀之内式期は971の１点がある。石製品として

は石鍍(1191)がある。

Ｊ５Ｄ（第８図）

調査区のほぼ中央、Ｊ６～７グリットに跨がって位置する。北方に向けて緩慢な傾斜面に検出され、Ｊ

７Ｈと北で重複する。標高は台地部側の南方で217.70ｍ前後である。土坑よりも土器溜りの表現が的を

得ているかも知れない。Ｊ７Ｈとの重複関係からＪ５Ｄが古く、Ｊ７Ｈの領域(挿図に記した破線)外の

南に出土した土器を当土坑の遺物と考える。土器は僅かに皿状に窪んだ部分に集中し、東と南方にも散

在する。

出土遺物は中期中葉の阿玉台式期の深鉢の底部(127.209)、同一個体と考えられる深鉢(132.133)、浅

鉢(312)、勝坂系(289)と隆帯文系土器(327)がある。

Ｊ６Ｄ（第８図）

捨て場Ａ区、Ｋ８グリットの南西に位置する。北方向に向けて標高217.60ｍ前後の緩慢な傾斜面に検

出された。形状は80cm前後の円形を呈し、深さ35cm程を測る。底面は中央部分が凹む皿状で、覆土内から

は焼土の混入が目立った。出土遺物は２点の石嫉(1190.1194)がある。

Ｊ７Ｄ（第８図）

Ｉ～Ｊ５グリットに跨がり、南西方向に向けて標高217.45ｍ前後の緩慢な傾斜面に検出された。形状

は北東方向にやや突出する楕円形を呈する。規模は長軸93cm、短軸80cm､深さ20cm前後である。

出土遺物は皆無である。

1号集石（第８図）

捨て場Ｂ区、L10グリットに位置する。北西方向に向けて緩慢な傾斜･面にあり、傾斜変換部に近い標
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高217.20ｍ前後に検出された。南方にはＪ６Ｈ、東方に２～４号集石が隣接する。

集石の大半が河原石の円礫で構成される。確認面の南北75cm､東西50cmの範囲に15～20cm前後を主体

とする礫を配し、中央部分で深さ20cm前後に角礫を設けている。

２号集石（第８図）

捨て場Ｂ区、L11グリットに位置する。南西方向に向けて標高217.45ｍ前後の緩慢な傾斜面にあり、

Ｊ６Ｈ、北方に３．４号集石が隣接する。確認面で60cm前後の円形内に河原石を主体とする円礫を配す

る｡南西部分には大型の深鉢片(346)が礫下に入り込んでいる｡確認面下では中央部分に角礫や偏平な礫

が設けられている。中央部分の角礫から推察すると掘り込みの深さは20cm前後となろう。

３号集石（第８図）

捨て場Ｂ区とＣ区の間、M11グリットに位置する。標高217.25ｍの緩慢な傾斜.面に検出された。南方

30cmに４号集石が接近する。南北80cm､東西70cmの範囲に河原石の円礫が配されている。その大半は重な

りが無く、深さ10cm程の掘り込みに設けられている。

４号集石（第８図）

捨て場Ｂ区とＣ区の間、M11グリットに位置し、３号集石とほぼ同じ標高の傾斜面に検出された。約

50cm前後の円形内に河原石の円礫を主体に配されている。掘り込みの中央部分に１石が設けられ､上面の

礫がこれを覆う様に設けられている。出土遺物は皆無であった。

捨て場（第９～11図）

調査区の東方で、約半分程の面積を占める範囲に縄文前期ニッ木式期～後期加曽利Ｂ式期の長期に亙

る大量の土器と石器の集中区が検出された。

調査は南北に任意で設定した２本のトレンチで台地部分を区割りした。台地部分は西からＪ７Ｈの東

方を捨て場Ａ区、Ｊ６Ｈが検出された捨て場Ｂ区、Ｊ８Ｈが検出された捨て場Ｃ区とした。低地部分に

はグリット掘りを行い、総称を捨て場下段とした。遺物分布図は土器を第９図･石器を10図、土層図は第

11図に掲載した。本文で図化した出土遺物の出土位置は捨て場Ａ区の場合は(スＡ)､低地部分は(ス下)と

省略した。

遺物分布は東方が大胡11号線の路肩下、西はＪ７Ｈ付近、南は大胡11号線と交わる隅きり部分のＫ１１

グリットの標高218.10ｍ付近を頂点とし、北西方向に向けて緩やかな傾斜面に扇状に分布する。北は試

掘トレンチを中心とした低地部分でＭ８～10グリツトに連れて減少し、Ｎライン以北には殆ど検出され

なかった。
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十屑詳

１暗褐色土白色･黄白色･燈白色の軽石粒を均一に含み､カーボン粒を少量含む。
２暗褐色土１層よりやや明るい｡軽石粒を均一に含み､カーボン粒を含む。
３暗褐色±１．２層よりもやや暗く､褐色土ブロックをまばらに含む。
４暗褐色土２層に似るが､遺物や礫はほとんど含まれない。

５暗褐色土粘性があり、４層より明るい。
６暗褐色粘質土白色軽石を極少量含む。

７暗褐色粘質土６層より明るく､地山の白黄色粘質土を含む。
８撹乱（黒褐色土）

９撹乱（近現代の暗渠）

10暗褐色士ＦＰ粒を含む。
１１黒褐色土Ｃ軽石を多く含む。鵠
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《Ａ地点遺跡出土遺物》

１～19は前期に帰属する。１～14は胎土に繊維を含む。２はニッ木式期の口縁部片。３と４は０段多

状の縄文を施す。５は櫛歯状工具による波状気味の押引き。６は網目状の撚糸文を施す。

７～11は諸磯ｂ式期に帰属する沈線文系土器。集合沈線状の平行沈線で文様を施す。１２～14は諸磯ｃ

式期で12と13は集合沈線､14は棒状貼付文が施される。

１５～19は前期終末の様相を呈する。15～18は縄文を地文として結節状浮線文を横走させる胴部片。１９

は□縁部上位に三角形の印刻文､その下位に沈線による格子目文を施す。

２０～25は中期初頭の五領ケ台式期に帰属する。２０は短く外反させる口縁部で､頚部に巡る平行沈線文間

に交互刺突文を施す。２１は口唇部下に２列の刻目列を併走させる。

２２～25は区画の内側に沿って列点文を巡らす。２３は縦位の沈線文帯に三角印刻文を施す。２４はヒダ状

隆帯を垂下させ､平行沈線と連続爪形文が沿う。２５は横位区画を交互刺突文で施すことから､拓図が曲

がっている。

２６は区画内に半裁竹管による刺突文を横位列で充填する。２７と28は区画内を刺突文で充填するもので、

小破片の為に不明瞭であるが、後期に帰属する可能性も考えられる。２９と30は縦長の方形区画内に刻目

を巡らす。

３１～113は中期阿玉台式期に帰属する。３１と32は波状口縁を呈し､波頂の頂部を大きく挾りこませて又

状とする。３１の口唇部には連続刺突文､外面に押引文を施す。３２は口唇に刻目､内面に押引文を施す。３３

～42は爪形文を口縁部に施すもの。３３は復元口径25.5cm、残存器高9.5cmの深鉢片。隆帯による４単位の

楕円区画文内の中央に爪形文を横走させ、口端部には刻目を施す。

３４は復元口径13.5cm､残存器高12.4cm・直立気味の胴部から緩やかに外反して開く深鉢。４単位の波状

口縁を呈し、波頂部から隆帯を垂下させる。口縁と胴部上位に爪形文の刻目列を横走させる。

３５～42は口縁部に爪形文の刻目列を１～２列横走させ、口端部や口唇部に刻目を施すものもある。口

唇部は角状とするものが多く､42は尖らせる。３５は隆帯により区画文を配し､区画内に刻目列を２列横走

させ､頚部に沈線による鋸歯状文らしき一部が見られる。

３６は幅１５cmで挾りが深い爪形文。３８は刻目を施す隆帯で口縁部文様帯を区画し､区画内に縦長の爪形

文を横走させる。３９は口唇部に刻目を施す。

４３．４４．４９．５１～53は区画に沿って１条の角押文を巡らし､43と44を除く区画内には波状文や重層する

弧文を抽出する。５２と53の口唇部には刺突文を施す。

４５と46は波状口縁を呈する。４５は波頂部と口端部の内面に刻目､46はロ端部の外面に押圧による窪みを

施し､内面に細かな刻目を連続させる。

４７は直立する胴部から直線的にやや外反する口縁部に移行する。外面の頚部には交互刺突文､口唇部下

と内面の口縁部に角押文を横走させる。口唇部にも浅い押引文が施されている。４８は刻目を施す隆帯で

楕円区画文を配する。

５０．５５～60は複列の角押文を口縁部文様帯の区画に沿わせ、区画内には波状文・連弧文や鋸歯状文等
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を抽出する。５４は波状口縁を呈し、区画内に角押文を２条併走させ、口端部に刻目を施す。５６は波状口

縁を呈し､区画文内に連弧文を抽出する。５８～60は区画内部に複列の角押文を鋸歯状に施す。

６１．６４は楕円区画に沿って１条の角押文を巡らし、口唇部には刺突文や刻目を施す。６２は楕円区画文

に沿って複列の角押文を２条併走させる。６３は環状突起？を付す。刻目を施す隆帯で文様区画し、隆帯

に沿って幅狭の複列の角押文を巡らす。区画内も複列の角押文や小さい円形刺突文で加飾する。６５．６６

は口唇部に深い刻目を施し､内面に複列の角押文を施す。

６７と68は扇状把手を付す。６７の把手は平口縁部より上方に突出し､この突出部分の口唇部には刻目を施

し､外縁から隆帯を垂下させ､口縁部文様帯の下位を区画する横位隆帯と連結する。この連結部分の隆帯

は突起させる。把手区画内の文様帯は平口縁と同部位に横位に施される角押文で上下に区分される。区

画文内に沿って単列の角押文を巡らし､空間に連弧文を抽出する。この上半縁文の両端は波状沈線で連結

する。連弧文は２重になる部分もある。

６８は刻目を施す隆帯で扇状把手を形成するが､口縁部から上方への突出は僅かである。区画文内には爪

形文を２列横走させ、区画の下位には沈線による横位波状文が施されている。

６９と70は三角形突起を付し､頂部から側面が鶏冠に似る隆帯が垂下する。６９の口縁部文様は区画に沿っ

て複列の角押文を巡らし､70は区画内に爪形列を施す。

７１の扇状把手は刻目を外縁に施し、頂部に角押文で文様を抽出する｡’７２も68に似る扇状把手と思われ

る。７３は波状を呈すると思われる口縁部片で､刻目を施す隆帯と口縁に沿って複列の角押文を巡らす。

74も波状を呈すると思われる口縁部片。ヒダ状の隆帯で区画し､角押文を口縁部と隆帯に沿わせる。７５は

隆帯による細長い楕円区画文？を配し、区画内に沿って平行沈線を巡らし、内部を爪形文で加飾する。

76の把手の頂部は楕円形を呈し､周囲に刻目を施す。

７７は復元口径33.2cm、残存器高10.3cmの深鉢片。口縁部文様は隆帯による楕円区画文を４単位に配し、

その接合部分から下方にＹ字状隆帯を垂下させる。押引沈線が楕円区画文内に沿い、空間を縦方向の角

押文で充填する。口唇部と楕円区画を形成する隆帯上に刻み目が施されている。

７８は復元口径26.5cm、残存器高303cmの深鉢。上方に連れて開口する胴部から内湾する口縁部に移行

し､４単位の波状口縁を付す。口唇部には連続して刻目が施される。口縁部文様帯は隆帯で区画され､区

画内に沿って複列の角押文（部分的には連続刺突文）が巡るが、内側は波状を呈する部分や空間内部に

Ｖ字状に入り込む箇所がある。波頂から垂下する隆帯は波頂からフック状に垂下して口縁部文様帯の下

位を区画する隆帯に接する。頚部には沈線による鋸歯状文を併走させたり、刻目列が巡る。胴部には隆

帯により上位を連弧文状とし、下位に蛇行懸垂文を垂下させる。上位の連弧文状文にｘ字状文を付し、

隆帯に沿い内部に単列の角押文と連弧文を配す。刻目列と沈線による併走する鋸歯状文等を巡らす。

７９は内湾する胴部から「＜」の字状に屈曲し、直立気味に内湾する深鉢で４単位の波状口縁を呈する。

波頂部は双山とし、波頂からの刻目を施すＹ字状隆帯を垂下させる。口縁部文様帯は単列の角押文で区

画する。区画内は単列か複列の角押文で連弧文を配す。頚部と胴部には爪形文の刻目列を施し、僅かに

隆帯による楕円状区画文の一角が見られる。

８０は｢く｣の字状に屈曲する口縁部片で、屈曲部に橋状把手か突起？の剥がれがある。文様帯は沈線に

よって区画され、区画内を３条１組の角押文を波状に施す。

８１と82は刻目を施す隆帯で、８１は複列の角押文を沿わせ､82は楕円区画文を配す胴部片。８３は天地が逆

かも知れない。高まりの無い偏平な隆帯に刻目列を併走させる。８４は横位の区画隆帯に沿って鋸歯状文
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を施す。８５は隆帯に沿って角押文を上位に１列、下位に２列巡らす。８６は刻目を施す隆帯の側面に複列

の角押文を沿わせ､隆帯間を横位に連結する。８７は隆帯による渦巻き文に沿って複列の角押文が巡る。

８８．８９は横位の区画隆帯に向けて縦位の角押文を併走させる。８９は隆帯に沿って角押文と刺突文が沿

う。

９０～９３．９５～97はヒダ状圧痕や刻目列を施す胴部片。９３は隆帯に沿い複列の角押文が施されている。

94の頚部にはヒダ状圧痕を巡らし、その上下に押引沈線を２条横走させる。９５の胴部片には､隆帯による

楕円区画文が横位に連結され､連結部の下方に懸垂文を垂下させる。横走する刻目列は５cm間隔で施して

いる。９７は爪形文の刻目列を施す。

９８～113は沈線文系の施文具で加飾する。９８．９９．１０３は隆帯に沿って結節平行沈線､100は垂下する隆

帯に沿って角押文と沈線が施され、ヒダ状圧痕を残す。101は平行沈線により横位文や弧状文を施す。

102は隆帯による円形区画文を配し、３本１組の平行沈線を隆帯に沿って巡らす。内部には平行沈線を

斜位に施す。104は平行沈線と刻目列が区画内に施される。105は蛇行して垂下する隆帯と横位の平行沈

線が巡る。106は横位の隆帯に沿って平行沈線により、上位に弧文？、下位に波状文を施す。

107.109～111は併走する多条の平行沈線で横位文や弧状文を抽出する。108は隆帯を垂下させ､横位の

沈線を併走させて波状文を抽出する。ヒダ状圧痕が残る。１０９．１１１は隆帯に沿う。112は平行沈線で頚部

を区画したり､懸垂文や弧文を施す。113はヒダ状圧痕を残し､隆帯により文様を抽出する。隆帯に沿った

りした波状沈線文を施す。

114～126は浅鉢形土器。114は丸みのある波状を呈する。115は波頂部に又状となる刻みを施す。口縁

部文様帯は隆帯による楕円区画文を配し､区画文や口縁に沿って平行沈線を施す。117は補修孔を有する。

123は内面に隆帯で横長の楕円文を配す。部分的に朱彩が残る。

127～129は底部片。127と129には網代痕が見られ､127はヒダ状圧痕が残り、128は隆帯が垂下する。

130～146は中期勝坂式期、並びに併行期の帰属である。130は口端部に刻目､頚部には爪形文を連続し

て施す隆帯を巡らす。131は丁寧に研磨された無文帯を鋸歯状に配する。区画に沿ってキャタピラ一文を

施し､内部を先端の細い半裁竹管による連続刺突文を充填する。132は波状口縁の波頂から耳たぶ状の隆

帯を垂下させ､側面に円形凹文を施す。三角形の区画内は平行沈線を巡らせ､内部を爪形文で加飾する。

133は深い円形凹文を施す突起を付す口縁部片。突起と突起から派生して口縁に巡る隆帯に刻目を連続

して施す。

134～142はペン先状文やキャタピラ一文を区画に沿わせる。134.135はペン先状文を隆帯に沿わせる。

136は隆帯に沿ってキヤタピラー状文と蓮華文を施す。137は隆帯による楕円区画文内に押引文を沿わせ、

内部に角押文を施す。138は区画文内にキャタピラ－文で楕円文を抽出し､空間を三又文で加飾する。１３９

は平行沈線による区画文に沿ってキャタピラ－文とペン先状文が併走する。140は区画隆帯に沿ってキャ

タピラ－文を施し、内部に半裁竹管による細かい刺突文で渦巻き文を抽出する。141は横位の平行沈線文

による区画内に鋸歯状文を挟んで上下に半円文とキヤタピラー状文を巡らす。142は隆帯により横位と縦

位の楕円区画を配し､楕円区画にキヤタピラー状文を施す。

143と144は平行沈線により文様を抽出する。143は２条の平行沈線に沿って刺突文を沿わせ、平行押引

文で区画内を加飾する。144は底径6.2cm、残存器高８６cmの小型の深鉢で菱形状の区画に沿って刺突文を

施したりする。
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145は円筒形の深鉢で口縁部を欠く。底径9.8cm、残存器高26.9cm・頚部には刻目を施す隆帯が巡る。

胴部文様は２～３本１組の平行沈線による懸垂文で６分割され、懸垂文間は２～３本１組の横位文で２

～３分割の方形区画とする。方形区画内は刻目で縁取りされた楕円文や隅丸三角形文等が配され、各々

の文様には三又文や円文、連続刺突文等で加飾される。

146は直立気味の胴部から外反して｢く」の字状に屈曲する口縁部とする。口縁部文様帯は隆帯により、

楕円区画文を配し、区画文内は半裁竹管による平行沈線で縦位に充填する。楕円区画文の連結部分は小

波状の口縁となり、片側面に８の字状に円形凹文を施す。恐らく大小６単位の波状の口縁を呈すると思

われる。口縁部文様帯を区画する下位の隆帯と胴部文様帯を斜罎位に隆帯で連結する。連結部には環状突

起を付し、そこから隆帯を垂下させる。頚部の空間も横位と斜位の平行沈線で充填し、菱形状の区画文

内には三又文を配す。

147～184は中期中葉末～加曽利Ｅ式期に帰属する。147は隆帯による渦巻き文と交互刺突文を施す口縁

部片で､地文は沈線文を縦位に施す。148は波状を呈する口縁部片で､背割り隆帯により渦巻き文を抽出す

る。149は刻目を施す隆帯で文様帯を区画する。区画に沿って刻目を施す平行沈線を巡らす。

150と151は背割り隆帯により文様を抽出する。150は平行沈線を縦位に充填し､151は撚糸文Ｌを地文と

する。152は口縁部下に巡る隆帯で文様帯を区画し､区画内に横位平行沈線を多段に設け､内部に交互刺突

文を挟む。153(拓図の天地が逆)は頚部に交互刺突文を巡らし、口縁部に単節ＲＬを施す。

154～156は頚部に横位に併走する沈線を巡らす。154は単節ＲＬを充填し、155は撚糸文Ｌ､156は条線

文を地文とする。157は胴部文様を区画する横位沈線下に渦巻き文を挟む沈線文帯を垂下させる。

１５８．１５９は隆帯により文様を抽出する。160は撚糸文を充填した後に半裁竹管による半隆起線文で文様

を抽出する。

161と162は隆帯により楕円区画文を配し､区画内を縄文で充填する。163の胴部片は沈線により横位区

画を施し、下位に沈線区画による磨消帯を垂下させる。164は沈線区画の磨消帯を垂下させ､円文？を抽

出する。165は沈線区画により文様を抽出し､縄文帯に単節ＲＬを施す。

166は３本１組の沈線を垂下させる。167は沈線区画による縦長の楕円文内に単節ＲＬを充填する。１６８

は隆帯を底部まで垂下させる。169には沈線による懸垂文の先端部が残る。

170.171と173は櫛歯状工具による条線文を縦位(170.171)に充填したり、曲水文(173)を充填する。１７１

は拓図の左側に沈線が垂下する。172は撚糸文Ｒを充填する。

174～181はロ縁部無文帯を有し､下位の縄文帯との区画を沈線(174.175)や隆帯(178～180)でしたり、

区画しない(176.177.181)ものがある。179の隆帯下は無文。181はロ縁部を｢く」の字状に屈曲させ､口

縁部無文帯を直立気味とする。この無文帯は研磨されている。

182.183は隆帯区画による磨消帯と縄文帯が垂下する。縄文帯は単節ＬＲを充填する。184は器台形土

器で円孔の一部が２カ所ある。

185～213は中期終末～後期初頭の称名寺式期に帰属する。185は波状を呈する口縁部片。波頂下に突起

の剥がれがあり､波形に沿って沈線区画により縄文帯と磨消帯が配される。

186は円形刺突を施す隆帯が垂下し､187は沈線区画に列点文を施す。188は波頂から刻目を施す隆帯を

垂下させ､沈線区画の縄文帯に円形刺突文を連続させる。
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189～196は口縁部片。189は復元口径34cmで、雑な器面調整が残る。沈線による横位の区画文と懸垂文

が見られる。190は内面の口唇部下に沈線を施す突帯を有し､沈線の端は円形刺突文を設ける。191は口唇

直下に沈線と円形刺突文を施す。192は口唇部に沈線と円形凹文を施す。193と194は緩やかな波状口縁を

呈し､波頂下に円孔を穿つ。194は波形に沿って沈線と円形刺突文が伴う。195と196は８の字状の貼付文

を付し､195は２山の突起を付す口縁部片で、外面は山形に沿って弧文､内面は縦位の短沈線と円形刺突文

を施す。

197は浅いなぞりの沈線を口唇下に沿わせ､下位に方形状の区画を抽出する。198～201は口縁部無文帯

を沈線で区画する。200は口唇部下の横位の区画隆帯から先端部に円形刺突文を施す枠状隆帯を垂下させ

る。201は列点文を施す沈線文帯で文様を抽出する。202は口縁部を肥厚させ､下位に横走する沈線を施す。

203の沈線による区画文内に僅かに無節の縄文が施されている。204は244に似る個体であるが､同一か

は不明。206.207.209～211は列点文や充填刺突文を施す沈線文帯で文様を抽出する胴部片。

214～243は後期初葉の堀之内式期に帰属する。214～216は口縁部無文帯を有し、217～223は口縁部に

刻目を施す隆帯を貼付し､下位に沈線区画による磨消帯と縄文帯で文様を抽出する。221は２条の隆帯を

付す。222は僅かに平口縁より競り上がる突帯を付す。この突帯の口唇部には円形凹文や刻目が施され、

内面に１条の沈線を沿わせる。円形凹文からは刻目を施す隆帯が垂下して口縁部に沿って巡る隆帯と接

する。胴部文様は沈線区画による磨消帯と縄文帯で渦巻き文と菱形文等を入組み状に配する。223は隆帯

下に２個の補修孔を穿つが上は貫通していない。

224～226は平行沈線や条線を縦位に施す。227～243は沈線区画による縄文帯と磨消帯で菱形文や三角

文を抽出する。227～231.237.243は区画内を沈線で重層させる。241は算盤玉状に屈曲する体部を有す

ることから注口土器と思われる。244は櫛歯状工具による条線文で文様を抽出する。

245～247は網代痕を残す後期の底部片。248～269は《付表》に記す。
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第21図Ａ地点遺物００中期中葉～後葉（加曽利Ｅ式）
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第24図Ａ地点遺物⑬後期（堀之内式）
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第25図Ａ地点遺物⑭後期土器片・石斧・石蛎
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《Ｃ地点遺跡出土遺物》

１～42は前期に帰属し、１～28は胎土に繊維を含む。１～24は前期前半のニッ木式期に帰属すると考え

られる。１は口唇部下に撚糸側面圧痕が見られる。２からは刻目を施す隆帯で区画される。区画内は撚糸

側面圧痕で渦巻き文を配したり、空間を刺切りと円形刺突文で加飾する。２は波状口縁を呈し、３～５の

口端部には刻目を連続させる。８の横位区画隆帯の刻目は矢羽状とする。１４は鋸歯状の口唇部を呈し、瘤

を貼付する。ニッ木式期～関山式期に多く見られ､ニッ木式期の文様帯に施される円形刺突文が瘤に置換

されたと解釈される。１５．２０～24は０段多条の縄文を施す。18と19は撚糸側面圧痕を施す。

２５～28は前期中葉の黒浜式期に帰属する。２５と26は櫛歯状工具による横位の押引きを施す｡27は格子目

状に沈線を施す。２８は爪形文を施す。

２９～41は前期後半の諸磯式ｂ式期に帰属する沈線文系土器｡集合沈線状の平行沈線で文様を施す。３６

は後期の可能性がある。

４２は貝殻腹縁を連続し、３本１組の工具による連続刺突文と刺突文を施す興津式。

４３～73は前期終末の十三菩提式併行期の様相を呈する。４３と44は斜壜位の浮線文を連続させ､一部を連続

の押引きによる結節状浮線文とする。４５～54は結節状浮線文が付される。４５は横位文とその下位に２本

１組で鋸歯状文を配す。４６～48には１～３条が横位に巡り､４９は上位に波状？が見られる。５０は縦位、５４

は鋸歯状に付される。５１は口縁部に２条が併走し、その下位に縦位の一部が残る。５２はやや薄い器肉で、

堅絨な焼成である。結節状浮線文の上位は縄文､下位は無文地である。上位には刺突文が１ケ所ある。５３

は無文地に横位の３本が併走する。胎土内に片岩や金雲母が混入する。５４は２本１組で鋸歯状を施す。

５５は無文地で、縦位に垂下する結節沈線文を施す｡胎土に片岩が混入する。５６はソーメン状隆帯を付

す。

５７～59は半裁竹管による半隆起線文を集合させるもの。５７は鋸歯状的に多段に配し、三角形の印刻を

施す。５８は弧状、５９は区画内を斜位に充填する。

６０～73も半隆起線で区画や文様を抽出する。６０．６３．６７～72は半隆起線で区画する。区画内も半隆起線

で充填した後1こへラ切沈線で格子状文にする。６０は口唇部内面を突出させ、２条の半隆起線により口縁

部無文帯と区画する。下位の区画内は右斜位を半隆起線､左斜位をへう切沈線で格子状文とする。横位区

画に沿って深い印刻が施されている。６３．７０．７１は細かい格子状文とし、６３にも印刻が施されている。６７

は横位区画内に鋸歯状文とその下位に格子状文を施している。

６１．６２．６４～66は細い半隆起線で区画したり、区画内を縦位の集合沈線で充填する。６１の口唇部は平坦

に調整されているが、６０と同様に内面に突出させた剥がれがある。文様帯の区画内に深い印刻が施され

ている。62.64～66は区画内を縦位の集合沈線で充填した後に鋸歯状文を連続して施す。６２の口縁の無文

帯には縦位に深い切り込みがある。６７は横位区画内に鋸歯状文を施す。７２と73は鋸歯状に沈線を集合さ

せる。

７４～97は中期初頭の五領ケ台式期に帰属する。７４と75は同一個体と思われる。スリットを施す小波状

の口縁を呈する。口縁部下に無文帯を挟んで隆帯を巡らし、単節ＲＬを施す。７７と79は結節縄文を施し、

77は口縁部に縦位の刻目を施す粘土紐を付す｡80は半裁竹管による平行沈線を多段に施し、刺突文を沿わ
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せる。

８１～84は口端部に縦位に短沈線による沈線文帯(条線文帯)を施し、口縁に沿って沈線を施す｡８１は沈線

文帯下に小突起を付す。８２は波状口縁を呈し、８４は波状口縁を呈し、頂部をＶ字形に突出させる。波頂下

には刻目を施す突起を付す｡８５は頂部に刻目を施し、中央にスリットを施す山形突起で、垂下する沈線文

間に交互刺突文を施す。

８６は単節ＲＬの地文とし、隆帯により区画し、半裁竹管の外側による押引沈線を添わせる。同工具に

よる２列１組の弧文を配し、内部に印刻による三又文を施す。

８７～92は沈線による区画内に沿って刺突文を連続し、所謂｢列点文｣を巡らす｡87は平行沈線文で横位区

画し、刺突文を伴う平行沈線を垂下させて縦位区画とする。区画内に沿って刺突文が巡り、空間にＹ字状

文を施す。区画隅とＹ字の上部のＶ部分は印刻されている。８８と89は３本１組の沈線で方形区画を配し、

90と91は区画沈線文の間に交互刺突文、９２は刺突文を挟む。

９５は無文地の口縁部片で、波状口縁を呈する。波頂部に刻目、波底に向かう口唇部には刺突文が施さ

れている。口縁に沿って１条の沈線が巡り、波頂下部分には交互刺突文がある。９６と97の波状を呈する

口縁部片は隆帯により区画文様を配し、口端部に縦位に短沈線による沈線文帯(条線文帯)を施す｡９６は隆

帯に沿って押引沈線を施す。９７は刻目を施す隆帯で三角形文を配す。区画内に沿って沈線が巡り、細い竹

管による刺突文を沈線に直角に連続させ、中央部分に三又文を印刻する。

９８～209は中期阿玉台式期か同系統に帰属する。９８と99は波状口縁を呈し、深い挾りを施して又状とす

る。９８は小さい竹管を使用して連続する刺突文を内外面に施す。同工具の施文は、区画に対して直角や斜

方向からの連続刺突である。口唇部には連続刺突文を施す。９９は口唇に刻目を施し、その直下に角押文が

沿う。口縁部文様帯は隆帯で楕円区画され、区画内に沿って角押文が沿う。文様帯の下位には波状沈線を

施す。100は口唇部に連続刺突文を施し、口縁部文様帯は併走する２本の沈線で区画され、中側の一部を

鋸歯状文とする。101は区画文内には有節沈線で波状文が抽出され､波底からは短かい垂下文が施されて

いる。102は単列の角押文が区画文内に沿い、内部に波状文を抽出する。103と104は単列の角押文が区画

文内に沿い、内部を斜位の角押文で充填する。１０５は波状口縁を呈し、隆帯に沿って角押文を巡らす。

106～108は口縁部文様帯を隆帯による楕円区画文を配し、区画内に単列の角押文が巡る。106の区画内

の中央部には浅い刻目が横位に施されている。108の区画内の中央部には横走する角押文を施す。109は

波状口縁を呈し、隆帯による区画を配する。区画内に沿って２条の押引文が巡り、中側の角押文の一部に

波状の部分がある。110は把手の頂部片。縁に刻目を施し、内部に角押文を巡らす。横から見ると足形に

も似る。

111は区画に沿って単列の角押文が巡り、内部に縦位に対称となる弧文を施す。112と113は口縁部文様

帯の区画内に沿って単列の角押文を巡らし、112は口唇部直下に刻目を施す｡114は隆帯による口縁部区画

文内に沿って１条のペン先状押引文、空間に波状文を施す。115は波状口縁を呈し、区画文内を角押文に

よる弧文を重層させる。

116は口径34.7cm、残存器高35.2cmで、４単位の又状の波状口縁を呈する深鉢。波頂部と口端部に刻み

目を施す。口縁部と胴部文様は、隆帯による楕円区画文を基本とし、区画文の周囲と内部にも刻み目を

施す。口縁部文様帯は８単位で楕円区画文を配し、波状下で楕円区画文が接する部分には刻み目を施す

Ｙ字状の隆帯を貼付する。胴部中位には大き目の楕円区画文は４単位で配されている。その上方に接し
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て上部が開口する楕円区画文が８単位、下方に刻み目を施すＹ字状の隆帯を垂下させる。117は116の底

部と思われる。

118は復元口径32.6cm、底径11cm・上方でやや広がる円筒形の胴部から内湾して開く４単位の波状口縁

を呈する深鉢。口端部には刻目が連続し、波頂下から垂下する刻目を施す隆帯で口縁部文様帯を横長の

方形区画にする。この区画隆帯の片側には角押文が２条併走する。区画に沿っても角押文（４区画の内、

１区画が２条併走）が巡り、区画内を斜位で充填する。部分的に波状文にしようかとの戸惑いが見られ

る箇所がある。胴部には刻目を施す４本の垂下隆帯と２列１組で横位に併走する刻目列があり、垂下隆

帯の上位先端は瘤状に突出する。

119は口径31cm、残存器高30cmで、平口縁を呈する深鉢。直線的で胴部上半からやや外反し、キヤリ

パー形に内湾する口縁に移行し、口唇部は尖り気味とする。ロ縁部文様は隆帯による下方が無い楕円区

画文で、区画文の接合部分の下方の両端でＹ字状に隆帯が連結する。楕円区間文の周囲とＹ字状隆帯の

両側に角押文が沿い、楕円区間文とＹ字状隆帯が連結する空間にも角押文が施されている。

120は復元口径28cm・残存器高32cmで、円筒形の胴部から頚部で外反し、口縁部は直立気味に内湾する

深鉢。口縁部文様は隆帯により区画され、区画隆帯に沿って複列の角押文が巡り、空間には平行沈線によ

る波状文を施す。頚部にも平行沈線による波状沈線が巡る。残存する胴部文様は２段から成る。隆帯によ

る楕円文を横位に連結せさ、区画内に沿って複列の角押文が巡る。空間は平行沈線による波状沈線で加

飾する。

121は小波状を呈する口縁部片。波頂から垂下する隆帯の先端部を突起させる。口縁部下に４段に爪形

文が横位に連続する。

122は復元口径33cm、残存器高12.5cmの深鉢。口縁部文様帯は口唇部から垂下する隆帯で区画され、区

画内を２列の刻目列を横走させる。

123は復元口径30cm､残存器高18.3cmで、４単位の波状口縁を呈すると考えられる深鉢。口唇部に細か

い刻目を連続させる。口縁部文様は波頂から垂下する隆帯により楕円区画文を４単位で設けると考えら

れ、区画文の接合部分には突起を付すと思われる。胴部にはＹ字状の隆帯が垂下する。

124は口径25.5cm、残存器高29.3cmの無文の深鉢。直線的に外反する胴部から緩やかに内湾して口縁に

移行する。４単位の波状口縁を呈し、波状部は細長く突出する。

125は復元口径27.2cm、残存器高26cmの深鉢。口縁部に刻目を施す立体的な突起を貼付する。この突起

の先端部分は小さい波状を呈する可能性が考えられる。

126の残存する胴部片には横位に巡る刻目列があり、刻み隆帯を垂下させる。隆帯の上位は２本１組、

下位が１本の蛇行隆帯を施す。

127は指頭圧痕を施す隆帯を４本垂下させ、隆帯の両側には角押文が沿う。隆帯間には１条の有節沈線

が垂下する。128は網代痕の底部。

129と136は隆帯による楕円区画文に沿って単列の角押文を巡らし、129は内部に２条１組の角押文を斜

位に施し、136は沈線で横位に波状文を施す。130は口縁に沿って単列､下位の区画隆帯に複列？の角押文

が巡り、区画内は連弧文を施す。

１３１．１３２．１３４．１３５は区画文内に沿って複列の角押文が巡り、空間の中央に横位の波状沈線を施す。

132と133は同一個体であり、寸胴形の胴部から頚部で屈曲し、緩やかに内湾する口縁とする。口縁は４単

位の波状口縁を呈すると思われる。口縁部文様帯の縦位と下位を区画する隆帯には刻目を施す。頚部は
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無文帯とする。胴部文様も隆帯で区画され、それに沿って複列の角押文が巡る。区画文の連結部分には

波状の粘土紐が貼付されている。

134は４単位の扇状把手を付すロ縁部片で、復元口径29.2cm･刻目を施す隆帯で、形の扇状把手を付し、

内部に二重の連弧文を配す。把手間の口縁部文様は複列の角押文を区画内に巡らし、内部に連弧文を施

す。頚部には爪形文の刻み列を巡らし、下位に複列の角押文と連続刺突文を巡らす。

137と138の口縁部片は隆帯(剥がれている)による区画文内に沿って連続刺突文(押引による細かい連

続刺突)を２～３条沿わせ､空間部にも隙間が無い位の密度で刺突文を充填する。口唇部は幅1.5cm程の平

坦面とし、137は併走する結節沈線、138は縦位に短沈線による沈線文帯(条線文帯)を施す。139もこの一

群と考えられる。このは３点は、五領ヶ台式～阿玉台式の範蠕として考えたい。

140～148.150は隆帯による楕円区画文を配する口縁部片。140は区画文内のカーブ部分から口縁に沿っ

て複列、下方で単列、内部には縦位の角押文が施される。141は隆帯により楕円区画文を配する口縁部片

で、区画文内に沿って複列の角押文を巡らす。142は口縁部文様帯の下位を区画する隆帯に斜位の刻目が

連続して施される。区画文内に沿って複列の角押文が巡り、中央に横位の波状平行沈線文を施す。143は

区画文に沿って複列の角押文を巡らす。144～148は楕円区画文内の中央部分に横位の波状文や渦巻き文

が複列の角押文で施されている。144の口端部には刻目を施す。145は147の口縁部片の可能性があり、口

唇部に刻目が連続する。147と148には複列の角押文による連弧文等が抽出される。149の波状口縁部片と

150の縦位区画文にも複列の角押文を施す。

151の波状口縁部片は隆帯による細長い楕円区画文内を複列の角押文､下位の区画内は斜位の連続刺突

文を密に充填する。152は隆帯による細長い楕円区画文や隆帯に沿って複列の角押文を２条併走させる。

153は口端部に刻目を施し、隆帯による楕円区画文に沿って沈線が巡り、内部を斜位の沈線で充填す

る。154は口端部に刻目を施し、区画内に沿って複列の角押文を２条併走させる。155も口端部に刻目を

施し、複列の角押文を区画内に巡らせ、内部を複列の角押文を斜位に重層させる。156の口縁部片は複列

の角押文で文様を区画し、区画内に平行沈線による波状文を抽出する。157は波状口縁を呈し、角押文を

区画内に沿って２条巡らし、区画内を鋸歯状に充填する。

158と159は口縁部文様帯を隆帯で区画し、区画内に沿って複列の角押文を沿わる。内部空間は158が平

行沈線で波状文、159は複列の角押文で横位文を施す。160は隆帯に沿って複列の角押文を沿わせる。

161は口端部に刻目を施す波状ロ縁の深鉢。波頂下からは渦巻き文､胴部には楕円区画文を配すと思わ

れる。複列の角押文が隆帯上やそれに沿ったり、横位に巡ったりする。

162も波状口縁を呈し、口端部に刻目を施す｡文様帯は刻目を施す隆帯で区画され､複列の角押文が隆

帯に沿う。区画内の一部には細かい刺突文が施される。184と同一個体の可能』性がある。

163は屈曲部に隆帯が付され、区画内に爪形文が沿う。164は斜位の刻目を施す隆帯で楕円区画を配し、

区画内に沿って細かく角押文を連続して施す。

165は波状口縁を呈すると思われ、粘土紐を波状に貼付し、縦長の爪形文が区画文内と頚部に２列横位

に巡る｡166は波状口縁を呈し、波頂から高まりのある１本の隆帯が垂下し、下位で分岐する。隆帯上には

刻目が施されている。隆帯で区画された右側には爪形文を挟む単列の角押文で楕円状区画を配し、左に

も単列の角押文で楕円状区画を配する。

167は波状口縁を呈し、波頂から垂下する刻目を施す２本の隆帯が下位の区画隆帯として左右に分岐し

て横位に巡る。分岐部分の隅は庇状に突出し、円形凹文を施す。区画内に２列の爪形文が沿う。頚部に
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|ま平行沈線が巡る。

168と169は爪形文を横位に連続する口縁部片。170の山形突起の頂部には刻目、裾部に刺突文を連続し

施す。頂下には隆帯をＸ字状に付す。171は押引文を隆帯に沿わせ、区画内の中央にも横位に施される。て

172は隆帯による口縁部文様の区画文内に複列の角押文を沿わせる。頚部に巡る隆帯の両側にも複列の角

173はヒダ状圧痕を残し、有節沈線で文様を抽出する。174は隆帯に沿って沈線による波状文押文を施す。

を施す。175は隆帯下に単列の角押文を併走させ、上位に沈線による波状文を併走させる。

176は隆帯に沿って波状に沈線を施す。177は口縁部文様帯の区画隆帯に沿って複列の角押文を巡らし、

頚部に平行沈線を波状に施す。178.179は隆帯の両側に沿って複列の角押文、180～182は隆帯で施された

区画内に沿って複列の角押文が巡り、180と183は区画文内に爪形の刻目列を施す。

184は波状ロ縁を呈する口縁部片。波頂下から刻目を施す歪んだＹ字状隆帯を垂下させる。複列の角押

文が隆帯に沿ったり、横位に施されている。区画内には細かい刺突文が充填される箇所が見られる。

185は垂下する隆帯に沿って複列の角押文を併走させる。186は隆帯による横位区画文と蛇行懸垂文を

垂下させ、横位の区画隆帯に沿って上位に複列の角押文、下位に爪形文を連続させる。187は隆帯による

区画がなされ、楕円状区画内に沿って長い爪形文が連続して施される。188は隆帯に２列の爪形文が横位

に連続する。189は爪形文による横位の刻目列が２段施され、上位の刻目列の下に沿って浅い幅狭の刻目

列が併走する。190の胴部片には２列の爪形文による刻目列。191は刻目を施す隆帯が２本併走し､器面に

は刻目列が２列巡る。192は押圧を施す隆帯を垂下させ、刻目列を横位に巡らす。193の胴部片にはヒダ状

圧痕。

194～205.208は複列の角押文か平行沈線が施される。194は隆帯に複列の角押文が沿い、爪形文による

刻目列が横位に巡る胴部片。195は横位区画の隆帯と上位に施された弧状の隆帯が接する部分を押圧隆帯

とし、隆帯に沿う複列の角押文の一部が空間内部に入り込んで渦巻き状とする。196も横位区画の隆帯上

に指頭による押圧を施している。197は隆帯間に粘土紐による波状文を貼付し、隆帯に沿って平行沈線に

よる波状文を沿わせる。器面の一部にヒダ状圧痕が残る。198は平行沈線による波状文と横位文が施され

る。199の胴部片には横位沈線とヒダ状圧痕｡200は刻目を施す隆帯と櫛歯状工具による条線で文様を抽出

する。201と202は隆帯に沈線が沿わなく、平行沈線による横位文や波状文を施す。203は隆帯に平行沈線

が沿う。204と205は同一個体であり、接合が判明した。隆帯により横位区画と楕円区画文を配し、２本１

組の平行沈線を楕円区画内に沿って巡らせ、空間に半円文等を抽出する。208はＵ字状に垂下する隆帯内

ヒダ状圧痕も見られる。に沿って複列の角押文が施され、

206は蛇行懸垂文が併走して垂下する。207は刻目を施す隆帯を垂下させる。角押文が隆帯に沿ったり、

文様を抽出する。209は垂下する隆帯に沿って２本１組の平行沈線が沿う。

210～227は中期初頭に帰属する。210～217は区画文内の文様空間を刺突文で充填し、210～213.215は

区画内に三角印文を施す。212と213は平行沈線により方形区画を施し、区画の隅に三角印文を有する。

214と220は同一個体で接合する。横位の平行沈線により区画し、爪形文を区画内に沿わせたりし、空間を

刺突文で充填する。216は平行沈線により区画を施し、区画内を押引沈線で文様を抽出し、空間を先端の

細い円形竹管で充填する。

218～223は半裁竹管による平行沈線で区画を施す。218は方形区画内に沿って連続の押引文を巡らす。

219は区画内を刺突文で充填する。220は区画内に爪形文を沿わせ、空間に刺突文を充填する。221は細い
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円形竹管による刺突文、222は半裁竹管により区画内を充填する。223は刺突文を横位に併走させる。

224は区画する垂下隆帯に平行沈線を沿わる。空間は横位の平行沈線を多段にし、両方の先端部を半裁

竹管で丸める。225～227は平行沈線による区画文様内に刻目帯を施し、内部に三又文を配す。

228～309は中期中葉の勝坂式期に帰属する。228～234は蓮華文で加飾する。228は波頂からＳ字状の隆

帯を垂下させ、隆帯と口唇部に刻目を連続して施す。蓮華文がＳ字状の隆帯に沿い、空間を半隆起線文

と円形刺突文で加飾する。229の波条突起は複合突起となり、２段で構成する。頂部は外縁部が斜め上方、

内縁部が横方向に突出し、縁端に刻目が施されている。蓮華文は半隆起線文で区画された内部に連続す

る。230は平行沈線でロ縁部無文帯と区画する。平行沈線に沿って蓮華文が沿い、ペン先状文が隆帯に沿

うのであろうか。区画内には半裁竹管を器面に垂直に刺突した半円文をコンパス文状に施す。

231は蓮華文を施す横位に巡る隆帯で文様帯を区画する。区画内を爪形文を連続する隆帯で文様を抽出

し、平行沈線や蓮華文､刺突文で加飾する。232は隆帯による楕円区画文に蓮華文が沿う。233は隆帯に

沿って蓮華文と爪形文が施される。234は沈線に蓮華文が沿う。

235と238は同一個体と思われる。平行沈線によるコンパス状文を挟んで上下に横走沈線が巡り、235の

残存する胴部の先端には刻目を施す隆帯が僅かに残る。236もコンパス状文を挟んで上下に横走沈線が巡

り、下位に連続爪形文を施す。237は平行沈線文を横位と縦位に施す。

239と240は刻目を施す隆帯で区画し、区画内に沈線で渦巻き文等を抽出する。地文は239は撚糸文Ｌ、

240は撚糸文Ｒである。

241は区画内をキヤタピラー状文や爪形文で加飾する。242は区画内に沿って爪形文を巡らせ、内部に

花弁状の文様を抽出する。243は区画内に沿ってキヤタピラー状文を巡らせ、内部にペン先状文で渦巻き

文等を抽出する。244は連続爪形文を施す隆帯で文様帯を区画し、区画内にも爪形文で加飾している。

245は平行沈線により逆Ｕ字状文を垂下させ、区画内にスリット状に三又文を施す。246は隆帯による

横位区画に刻目を施す円文や楕円文を配す。上位は半裁竹管による半隆起線文を縦位に充填する。

247は隆帯による横８の字文と四方に伸びる結節状浮線文を表現すればリボン状、怖く見れば悪魔の形

相にも見れる。隆帯に沿って半隆起線文が沿い、一部の空間にはキヤタピラー状文が施されている。

248(拓図の向きが違うかも知れない)は刻目を施す隆帯で縦位の木葉形文を連鎖させ、外形に沿って平

行沈線を施す。その沈線に沿って蓮華文やキヤタピラー状文で加飾されている。

249と253は区画内部に三又文を配し、周囲をペン先状文やキヤタピラー状文で囲う。250は刻目を施す

隆帯で文様帯を区画し、隆帯に沿って平行沈線やキヤタピラー状文を巡らす。251は刻目を施す隆帯で区

画されたらつきよう形の内部に沿って２条の平行沈線とキヤタピラー状文が巡る。空間にはペン先状文

で渦巻き文を抽出し、三又文を施す。252も刻目を施す隆帯で文様を区画し、隆帯に沿って平行沈線と連

続刺突文が施されている。254は区画内に沿ってキヤタピラー状文が巡り､内部に花文様を抽出する。２５５

は横位区画内に刻目を施す隆帯とそれに沿う平行沈線を波状に連続させる。三角形の空間部には三又文

を中央に配し、周囲をペン先状文で加飾したりしている。

256は復元口径21cm､復元器高32cmの深鉢。上方につれて開く円筒形で口縁部は短く外反する。口縁部

は無文とし、頚部に刻目を施す隆帯と半隆起線文を巡らす。胴部文様は刻目を施す隆帯をＶ字形やクラ

ンク状に垂下させる。その先端部やコーナー部分は突出させ、円形凹文や三又文を施す。空間部分は平

行沈線により渦巻き文や方形区画文、幾何学文を配する。その文様の内部に沿ってキャタピラ一文やぺ
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ン先状文が併走して巡り、三又文等で加飾する。

257は口径14.5cm、残存器高18cm・筒形の胴部から外反して緩やかに開く口縁部に移行する小型の深鉢

で底部を欠く。無文の口縁部は口唇部を尖らせ、やや肥厚する。胴部文様は頚部に巡る隆帯から耳たぶ

状の隆帯を垂下させ、隆帯の両側にキャタピラー状に連続刺突文を巡らせる。

258は胴部上半で直立気味に内湾し、頚部からやや外反して開くロ縁部に移行し、１つの突起を有する

と思われる深鉢。頚部に巡る隆帯で口縁部と胴部を区画する。ロ縁部文様帯は無文帯を挟んで口縁部と

隆帯に沿って平行沈線が巡る。胴部文様は頚部に巡る隆帯から垂下する隆帯で区画され､その隆帯に沿っ

て平行沈線が巡り、さらに連続刺突文も併走する。

259は緩やかな波状口縁を呈し、波頂部から円文や三角形文を施す隆帯が垂下する。口縁部文様は押引

文による波状文を重ねる。波頂部から垂下する隆帯の下方には幅２cm程の断面方形の箱状隆帯が垂下す

る。この隆帯の中央部分にはキヤタピラー状に連続刺突文を施す。この隆帯を幹として枝状に横位の隆

帯が巡り、方形区画を配す。この隆帯には刻目が連続して施され、区画内には鋸歯状文や沈線が沿う。

260は２cm前後の円孔を有する山形突起で、頂部は上方に突出せずに平坦状にする。頂部から右側の裾

部分と外面の円孔を縁取る隆帯に刻目を施す。口縁や隆帯に沿って平行沈線が巡り、区画内に刺突文を

追随させる。円孔の内面周囲は刻目で加飾されている。

261は隆帯により口縁部文様帯を区画し、一部に耳たぶ状の突出部を設ける。隆帯と口縁に沿ってキヤ

タピラー状に連続刺突文を巡らせ、空間に三又文や刺突文を施す。

262は波頂部に滑車状の環状把手を付し、隆帯を垂下させる。隆帯と口縁に沿って連続刺突文を施す。

263は口縁部に刻目を施す隆帯で楕円区画文を配し、区画内に沿って連続刺突を巡らし、内部を波状に

充填する｡264は隆帯を縁に施す方形の突起。上方の角を突出させ、側面形が三角形とする。突起下に押引

沈線が巡り、内部に三又文を施すのであろう。265は隆帯による区画文に沿ってペン先状押引文を巡ら

す。

266～270はキャタピラ-文が区画文に沿って施される。266は隆帯による鋸歯状の区画文にキャタピ

ラ－文が沿い､口唇部下で鋸歯の先端部が接する部分を突起させる。267は空間にペン先状押引文を挟む。

268は隆帯による楕円文にキヤタピラー文が沿い、内部に横位の連続爪形文を施す。269は先端部を櫛

歯状とする工具による鋸歯状文を挟む。270は波状ロ縁を呈し､口端部に刻目を施す。

271は立体的な隆帯が巡る口縁部片で、隆帯上に粘土紐を付し、刻目状とする。隆帯に沿ってキヤタピ

ラー状に連続刺突文を巡らせ、内部には半裁竹管による連続刺突文を施す。

272は中空の波状突起で、上部に円孔を付す。文様帯は隆帯で区画された内部を左右対称とする。中央

に円文を２個配し、その周囲をキヤタピラー文等が三重に巡る。

273は口縁部を無文帯とし、口端部を斜め上方に突出させる。コイル状の半円筒形突起の左右に沈線に

よる区画文が配され、内部に三又文を囲んでキャタピラ一文を施す。274は口唇部の両端を突出させる。

口縁部無文帯下に隆帯により渦巻き状の文様を抽出し、刺突文や沈線で空間を埋める。

275は外反する無文のロ縁部を刺突文を連続する横位の沈線で区画する。区画内には隆帯が施され、撚

糸文を充填する。276は口縁部無文帯を平行沈線で区画し、口唇部の内面は突出させる。277は短かく外反

する無文の口縁部片で、頚部に横走する平行沈線と押引文を併走させる。278は刻目を施す隆帯を頚部に

巡らし、口端部にも刻目を施す。地文は単節ＲＬである。

279は刺突を施す隆帯で区画し､隆帯に沿ってキャタピラ－文が巡る。区画文内は横位の平行沈線とぺ
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ン先状押引文で文様を抽出する。280は併走する２条の押引文で上方に向く矢印状文を施す。

281と282はペン先状押引文で文様を抽出する。282は横位の区画隆帯の両側に沿わせ、区画内に波状文を

抽出する。

283～288は隆帯に沿ってキャタピラ一文を施す。283と284は渦巻き状の隆帯､286と288の区画文内には

ペン先状押引文が沿う。287は隆帯の両側にキャタピラ－文が沿う。288は横位に併走する区画隆帯には

斜位の刻目を施す。

289.294.296は平行沈線に沿ってキャタピラ－文が巡る。289は空間に三又文とペン先状押引文を施

す。294はキヤタピラー文間に円形刺突文を数珠状に連結する。290は刻目を施す隆帯で文様を区画し、交

互刺突文等を施す。291は沈線により文様を抽出し、区画の一部に沿って刺突文を施す。292は幅広の隆帯

で横位区画をする。上位には沈線区画内を爪形文で充填し、下位を単節ＲＬを施す。293は区画隆帯に刻

目を施し、区画内を平行沈線を密に充填する。295と299は背割り隆帯に刻目を連続させる。295は上位を

沈線で文様を抽出し、下位は無文とする。297は連続刺突を施す隆帯で文様を区画し、区画内に沿って平

行沈線で波状文、横位に爪形文を施す。298は隆帯により横位区画をし、下位に平行沈線による方形区画

を配する。区画内に沿って爪形文を施す。

300は併走する２条の有節沈線により渦巻き文を抽出し､空間に細沈線を斜位に充填する。301はペン先

状押目1文で縁取られた隆帯の渦巻き文が口唇部から垂下する。それに沿ってキャタピラ-文を加飾する。

302は平行沈線に沿うキャタピラ-文にペン先状押引文や半円の刺突文で加飾する。 304～307は縦位

の沈線を充填する。308は無文の屈曲底で横位にキャタピラ－文とペン先状押引文を併走させる。309は

刻目を施す隆帯と平行沈線を垂下させて縦位区画する。平行沈線には刺突文が併走し、同沈線間には横

位の刺突文列が３段残る。

310～314は浅鉢形土器。310は環状把手を付し、沈線による弧文等を施す。311は緩やかで頂部が広い波

状口縁を呈し、頂部に３波にくれる波状文を付す。312は復元口径38clll、残存器高15cm。 頂部に幅広の挟

りを施し２山とする緩やかな波状ロ縁を呈する。313はなぞりの器面調整を施す。314と315は五領ケ台式

期に帰属すると考えられる。316は内面の突出する稜と口唇部間に複列の角押文を沿わせる阿玉台式｡３１７

は併走する連続押引文による楕円形区画内に斜壜位の押引文を充填する。318は外反する胴部から口縁部を

「く」の字状に屈曲させる。口縁部に沿わて半裁竹管による刺突文で区画し、同工具で空間を斜位に充

填する。319は貫通する円孔か半円を有する浅鉢と思われ、内面に隆帯により区画を施す。320は口縁部

を欠く無文の浅鉢。321～323は口縁部下に連続爪形文を挟んで横走する半隆起線文を多段に巡らせる。

北陸系の所産であろう。

324～332は「隆帯系」土器。324は残存器高27.2cm、底径9.4cmの深鉢。３単位の緩やかな波状口縁を呈

すると思われ、又状に深い挾りがあり、波底の口唇部には交互刻目文を施す。文様帯は頚部に巡る隆帯

で口縁部と胴部を区画する。口縁部文様は波頂から派生する隆帯と頚部に巡る隆帯が渦巻き状文や弧文

等の隆帯で連結し、渦巻き状の先端部は双環突起や三又文状の突起とする。 隆帯には連続刺突文や沈線

が沿い、隆帯上には交互刻目文が施される。 隆帯区画による空間には波状文や刺突文等で加飾される。

胴部文様は隆帯による渦巻き状の懸垂文や環状突起を付し、沈線で懸垂文・蛇行懸垂文等が配され、空

間に三又文・円形刺突文、短沈線による横位文で充填する。

325は隆帯による区画内に刺突文を施す円文等を配し、空間を短沈線で充填する。所謂｢焼町土器｣であ
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る。326は頚部に付された立体的な隆帯の両側に円形凹文を有し、区画文内に沈線を沿わせ、一部に交互

刺突を施す。327は波状口縁を呈する。隆帯により文様帯を区画し、その先端部は環状突起や渦巻き文を

施す突起とする。隆帯には沈線が沿い、空間は三又文を配す箇所が見られる。328は垂下沈線間にスリッ

ト状に三角印刻を施す。329～331は隆帯による区画文に沿って半隆起線文を巡らし､空間を玉抱き三又文

を配する。329には連続刺突文を施す部分がある。332は隆帯による区画文内を渦巻き文と三又文を配す。

333は隆帯に沈線と波状文を沿わせたり、三角形文等を配する。

334は口径28.8cm、残存器高8.1cmの深鉢であるが、492と接合することが判明した。２本の横走する沈

線により口縁部無文帯と区画する。下位の区画沈線からは先端を渦巻き文とし、縦位の短沈線を挟んで

対称に区画内に４単位で配される。この単位間に渦巻き文を施す４単位の突起を配し、突起間を背割り

隆帯で連結する。口縁部文様帯と胴部にはＲＬ縄文を施す。

335の山形突起は頂部を幅広とし、両方の裾部に円形刺突文を施す隆帯の円文を付す。外面頂部下には

隆帯の一部を頂部に向けて突出させる。口縁部文様は隆帯による楕円区画文と思われ、連結部分には横

位の刻目を施す。

336と337は同一個体で、337は把手部分が取れている。山形突起の頂部から把手が連結する。突起の左

右の側面に渦巻き文を施し、橋状把手との連結部分に背割り隆帯が分水嶺の如く分かれ、口縁に沿う隆

帯に結ばれる。把手の関門を４本１組の横位沈線、その下位には波状文が施されている。

338は波状を呈する口縁部片で､波頂から刻目を施す隆帯を垂下させる。さらにこの隆帯の先端から口

縁に沿って交互刺突文と隆帯が併走する｡区画内には平行沈線で鋸歯状文?を抽出する。

339の文様帯は刻目を施す隆帯で区画される。下位を区画する隆帯に口唇部から垂下する２本の隆帯が

接する。この空間に半円文を３つ重ね、中央の隆帯に刻目を施す。

340は外反する頚部から屈曲し、直立する口縁部に移行する深鉢。交互刺突文を挟む横位沈線と屈曲部

に２本の沈線を施す偏平な隆帯を波状に配す｡341は刻目を施す隆帯、342は背割り隆帯により渦巻き文を

抽出する。343は交互刺突文を挟む横位沈線で無文の口縁部と区画する。口縁は波状を呈すると思われ、

波頂下に小突起を付す。胴部施文の縄文は単節ＲＬｏ

３４４と345は同一個体の口縁部片と胴部片である。口縁部は頚部から大きく外反して開く。頚部には隆帯

により端部を蕨手状とする偏平な横Ｃ字文を抽出し、その中央に橋状把手を付す。大木系の所産であろ

うか。

346は残存器高515cm、底径11cmの大型の深鉢で口縁部を欠く。胴部下半を無文とし、上半を文様帯と

する。胴部文様は頚部と胴部中央部分の屈曲部に巡る隆帯で区画される。文様は隆帯による主文様とそ

の間に施された沈線による副文様がある。残存する主文様は半円形に２本の脚を付けたワイングラス形

のものと接合部分に縦位の短沈線を施す相対Ｕ字文がある。この主文様を構成する隆帯の両側には２本

の沈線が併走する。副文様は渦巻き文等が抽出されている。隆帯を貼付した後に撚糸文Ｌを充填し、最

後に沈線を施す。

347は復元口径32cm、残存器高36.5cm・口縁部と頚部に横位の沈線を多段に巡らせ、口縁部に施された

沈線の下端から「つ」の字状文を垂下させる。ロ縁部沈線文帯の内部には横位沈線が途切れる箇所があ

り、頚部沈線文の最上部には沈線が山なりに競り合う箇所がある。縄文は単節ＬＲを充填する。

348は口唇部に沈線を沿わせ、口縁部文様は２本の隆帯で抽象化された渦巻き文を施す。349は幅の狭

い口縁部文様帯で、下端を隆帯で区画し、区画内に太沈線で簡略化された渦巻き文を施す。
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350は直立する無文の口縁部下に沈線を沿わせる隆帯により楕円区画文を配する。区画内は撚糸文Ｌを

充填する。351は沈線により文様帯を区画し、352は波状口縁を呈し、沈線により無文の口縁部を区画す

る。

353～355は横位区画文に特徴がある｡353の頚部は平行沈線により横位区画され、交互刺突文を挟んで

上下に刻目列を施す。下位に有節沈線で文様を抽出する。354は口縁部無文帯を刻目を施す平行沈線を横

走させて区画し、下位に平行沈線で連弧文を施す。355の頚部区画は交互刺突文と半載竹管の内皮による

連続刺突文による。文様は３本１組の沈線で連弧文を施す。

356～３５８．３６０．３６１は背割り隆帯か２本１組の隆帯で口縁部文様を抽出する。356は復元口径16.8cm・

背割り隆帯により渦巻き文と楕円区画文を配する口縁部文様帯であるが、隆帯の剥がれが著しい。地文

は撚糸文Ｌを充填する。

359は併走する２本の隆帯を波状に配し、頂部で下位の隆帯を渦巻き状突起とする。隆帯貼付後に単節

ＲＬを施す。362は波状を呈する口縁部片で上面に縦位の短沈線を施す橋状把手を付す。口縁部と把手の

両端の連結部にも円孔を施す。孔の周囲は隆帯で同心円状に加飾される。

363の突起部は左右対称の渦巻き文を施す。364は波状口縁を呈し、波頂部に４本の短沈線、口唇部に２

本の沈線を沿わせる。口端部には刻目を施し、波頂下に弧文を重ねる。地文は櫛歯状工具による条線文

を縦位に充填する。

365と366は撚糸文Ｌを地文とする。366は波状口縁を呈し、波頂から垂下する隆帯で文様帯を区画す

る。３６７．３６９．３７２．３７５．３７７．３７８は口縁部文様帯の区画文内を沈線で充填するもの。367と369は楕円

区画文を配し、結合部分に渦巻き文を施す。区画文内は縦位の沈線で充填する。372は波状口縁を呈する

ロ縁部片で斜位、377は縦位の短沈線、378は鋸歯状とする。

368.370.371.374は隆帯による楕円区画文内を単節の縄文で充填するもの。370は頚部を無文帯とす

る。371の口縁部文様帯は隆帯による楕円文を連結し、連結部にＳ字状文を施す。

376の口縁部片は隆帯により区画され、上方の隆帯は庇状とする。下方の隆帯には単列の角押文が沿

い、区画内を斜位の有節沈線で充填する。阿玉台Ｉ式に帰属する。379は３本単位の沈線で区画文を抽出

し、撚糸文Ｌを充填する。

380と381は同一個体で、隆帯により文様帯を区画する。383は波状口縁を呈する口縁部片で、頂部と波

頂下に渦巻き文を施す。

384の口縁部文様は隆帯により区画され、隆帯による渦巻き文と沈線で方形区画を配す。この方形区画

内は無文である。385も隆帯により渦巻き文が抽出される。386は頚部文様帯に偏平な隆帯で波状文を付

す。387と388は押圧を連続した隆帯を横走させる。387は撚糸文Ｌ、388は櫛歯状工具による縦位の条線

文を充填する。

389～398は平行沈線を多段に横走させるもの。389は短く外反する口縁部無文帯を有する。文様帯の上

下に刻目を施す立体的な隆帯を貼付し、隆帯の上位は沈線で渦巻き文を施す。区画文内は横位の平行沈

線で充填され、上中下に平行沈線を挟んで連続爪形文を施す。390は直立気味の口縁部では口端部内面は

突出する。口縁部文様帯を隆帯で区画し、下位の区画隆帯に刻目を施す。区画内には２段の交互刺突文を

設ける。391～397には１～２段の交互刺突文を設ける。398は隆帯により口縁文様帯を区画し、区画内に

横位沈線等を施す｡399は渦巻き状突起を交互刺突文を施す沈線で三角形に囲む。400は刻目を施す渦巻き

状突起を付す。
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401は復元口径16.5cm、残存器高13.5cmの深鉢。内湾する屈曲部から直立し、口縁を僅かに外反させる

。口縁部の無文帯は３本の横位沈線で区画し、その下位には縦位の沈線を充填する。屈曲部には蛸の吸盤

に似る同心円文を施す円形の貼付文を横位に連結させる。大木系の所産と考えられる。

402は復元口径19cm､残存器高10.7cmの深鉢。外反する頸部分から「く」の字状に内傾する口縁部に移

行する。口縁部文様帯は端部に渦巻き文をもつ隆帯で区画される。隆帯の上面には１条の沈線があり､渦

巻き文のある隆帯は沈線間、左側に連結する隆帯には沈線の両側に連続する細かい刻目を施す。区画文

内は交互刺突文を挟む横位沈線文で充填する。頚部は撚糸文Ｌを施す。

403～421(408を除く）は連弧文土器とその関連土器群である。403.406.407.409(天地逆)は口縁部文

様帯を区画する３本の横走沈線の上２本に円形刺突文を交互に施す。区画内は４本１組の沈線で波状文

を抽出する。地文は櫛歯状工具による縦位の条線文を充填する。407と409は同一個体であり、接合した。

404と405は２本の横走沈線に交互刺突文を施す。区画内文様は沈線により抽出する。408は口唇部直下に

沿う隆帯に円形刺突による交互刺突文を施す。

410と412は同一個体と思われる。頚部から胴部上半の個体で、頚部に交互刺突文を巡らし、途中に隆

帯による渦巻き文が設けられる。区画内に３本１組の沈線で大きな弧文を抽出し、沈線間に刺突を加え

て、渦巻き文に似せる。

411.413～419は横位区画文内を１～３本の沈線で連弧文や波状文を施す。413と415には縦位の区画文

が見られる。416は下位の沈線を連弧文と考えたが、可能性は低い。

420は胴部を区画する横位に巡る沈線帯に４本１組の沈線で連弧文を連続させ、連結部分からは単沈線

による渦巻き文を垂下させる。連弧文の下端から沈線が派生することから、鱗状に連弧文が配される可

能性がある。地文は単節ＲＬを充填する。421は５本１組の沈線で連弧文を施す。地文は撚糸文Ｌを充填

する。

422～444は渦巻き文や弧文等を抽出する。422～424は背割り隆帯で渦巻き文等を抽出する。425～443

は沈線による渦巻き文を配したり、アクセントとして加飾する。429は弧文の連結部分、430は区画文から

垂下させ、431は交差部分､438はカーブ内部に渦巻き文が見られる。

445～451は横走する２～６本の沈線で区画を施す。449は天地が逆で横走沈線の下位に波状文が抽出さ

れる可能性がある。451は頚部に２本の横走沈線を巡らし、下位に波状沈線文を沿わせる。

452と453は交互刺突文を挟む沈線文、454は背割り隆帯、455は３本１組の沈線で文様帯を区画する。

457は平行沈線により蛇行懸垂文を垂下させ、458は３本１組の沈線により方形区画を配し、交差部分に

中央の沈線の先端を蕨手状とする。両方とも地文は撚糸文Ｌを充填する。

459～461は２本隆帯により胴部文様を区画し、上位を無文帯とする。459と461には懸垂文が垂下する。

460と463は単節ＲＬとＬＲを交互で縦位に施文する。461の交差部分には渦巻き文が派生する。

462と463は２本１組の隆帯を垂下させ、462は撚糸文Ｌ、464と465は口縁部文様帯を３本の横走沈線で

区画し、464は２本、465は３本の沈線で縦位区画する。466は隆帯による区画文内に縦位の沈線を充填さ

せ、途中に渦巻き状文を挟む。

467～483は浅鉢形土器｡467は復元口径48cmの浅鉢。大きく外反する胴部から直立気味に内湾する。口

縁部は短く外反し、内面の口端部はやや突出する。文様帯は隆帯で区画され、上位を交互刺突文、下位に

刻み目を施す。上下を結ぶ弧状の区画隆帯には矢羽状の刻み目を施す。区画内は沈線による渦巻き文や

弧文で充填する。
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ゾ

468は復元口径41cmの浅鉢。大きく外反する胴部から「く」の字状に屈曲し、短く外反する無文の口縁部

とする。文様帯は隆帯に刻み目を施す横長の方形区画を設ける。区画内に沈線を沿わせ、中央に交互刺突

文を施す。

469と470は同一個体であり、469が470の右側で接合した。直線的に開く胴部から｢つ｣の字状に屈曲す

る口縁に移行する。口縁部に隆帯による文様の一部が残る。471と472は背割り隆帯により渦巻き文を配

す。473は隆帯による楕円区画文に沿って刻み目を施す。区画内に沈線による細長い楕円文を配し、内部

に刺突文を横位に連続させる。474と476は同一個体と思われる。刻み目を施す隆帯で文様帯を区画し、

区画内を縦位の沈線で充填する。475は区画文内を沈線により渦巻き文と横走文を施し、渦巻き文を除く

空間部に刻目を施す。477の文様帯は屈曲部と頚部に巡る刻目を施す隆帯で区画する。区画内を矢羽状の

刻目を施す隆帯で連結し、沈線で渦巻き文や弧文､横走文で充填する。478は大きく外反させる無文の口

縁部片。交互刺突文を施す隆帯で文様帯を区画する。

479～482は平行沈線か単沈線で渦巻き文を抽出する。479は頚部に円形刺突文を横走させて口縁部と区

画する。頚部に朱彩が残る。480は渦巻き文に円形刺突文が添えられ、朱彩が施されている。483は屈曲部

を鍔状に突出させ、楕円区画文内を単節ＲＬで充填する。

484は有孔鍔付土器で、断面三角形の鍔に６cm前後の間隔で円孔が貫通。内外面は丁寧に研磨されてい

る。485の浅鉢形土器には円形貼付文を付す。内面に僅かではあるが朱彩が施されている。

486～490は側面に円孔を設ける器台形土器。487は雑な器面調整痕を残し、488は円孔に沿って沈線で

加飾し、489は丁寧に器面を調整し、490の内面には指頭による調整痕を残す。

491～494は単節ＲＬの縄文を充填する深鉢。491は胴部中位で「く」の字状に屈曲する。492と493は同

一個体と思われ､492は334と接合した。

495～506は沈線による懸垂文を１～３本垂下させる。496と497は先端の鋭い工具により細沈線で蛇行

懸垂文を垂下させる。503と506は３本１組の懸垂文が見られる。

507～523は波状口縁を呈する深鉢である。波頂部が直立するものと外反するものがある。口縁部文様帯

には隆帯により渦巻き文と楕円区画文が配され、波頂下に渦巻き文を置く。518には渦巻き文が見られな

い。

507は復元口径３４５cm、残存器高26.2cm・緩やかな４単位の波状口縁を呈する深鉢。口縁部文様帯は隆

帯による渦巻き文と楕円区画文を入組み状に配する。胴部は２本１組の沈線区画による磨消帯と縄文帯

が交互に垂下する。縄文は単節ＲＬを充填する。

508は復元口径29.6cm、残存器高11.5cm。４単位の波状口縁を呈し、大きく外反して開く胴部から内湾

する口縁部に移行する深鉢。口縁部文様帯は深いなぞりの沈線で､波頂下の渦巻き文から派生した沈線が

楕円区画文を区画し、その先端部分が渦巻き文として波頂下の渦巻き文に寄り添う。縄文は単節ＲＬを

充填する。

509は渦巻き文に縄文帯を巻き込まない。521は波頂下の渦巻き文を作り出す隆帯上に２個１組で２カ

所に円形刺突文を施す。522は波頂部を欠く深鉢｡沈線により波頂下に渦巻き文を配すると思われ、胴部

は３本１組の懸垂文を垂下させる。縄文は単節ＲＬを施す。523は区画内の一部の空間を円形刺突文で充

填する。

524～544は平口縁を呈する深鉢で、口縁部文様帯を隆帯で渦巻き文と区画文を配するのが大半である。

530は口縁部無文帯と楕円状区画文を断面三角形の隆帯で区画する。531は沈線部分を削り込む手法で区
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画文を隆帯状に似せている。

534は復元口径30cm・残存器高12.8cmの深鉢。隆帯で区画された口縁部文様帯には渦巻き文と楕円区画

文が配される。胴部は沈線で区画された磨消帯と縄文帯が交互に配され、蛇行懸垂文が垂下する。

543は隆帯による横長の方形区画文を配している。545は沈線により区画文等を抽出する。

<ここで訂正〉527の渦巻き文下の沈線区画(空白部分)は縄文帯、538は拓図が天地逆である。545は沈線に

より文様帯を区画する。施文は単節ＬＲを充填する。

546～561は口縁部文様帯の一部と胴部が残る個体である。沈線や隆帯により口縁部文様帯を区画し、

その下方に沈線により懸垂文間を磨消帯と縄文帯を交互に配するもの。５４６．５４７．５４９は口縁部文様帯の

区画文内に円形刺突文等を充填する。548は隆帯上に円形刺突文を連続させる。557は縄文帯に僅かであ

るが蛇行懸垂文が見られる。

562～586.588～590は沈線により懸垂文間を磨消帯と縄文帯を交互に配する胴部片。587は２本の隆帯

を併走させて垂下させる。

591～593は沈線で矢羽状文を施すもの。593は隆帯により口縁部文様帯を区画する。区画内に渦巻き文

と斜位の沈線を充填する楕円区画文を配す。胴部は２本の垂下する隆帯で区画し、空間を沈線で矢羽状

に充填する曽利式。

594は掲載場所が違う。沈線による区画文内に弧文を重ねる破片で、後期の所産と考えられる。

595は櫛歯状工具による条線を縦位に充填し､沈線で渦巻き文等を施す胴部片。596は区画内を縦位の曲

水文で充填する口縁部片。597は区画文内と頚部に雨垂れ状に刺突文を充填する。598は口縁部文様帯を

隆帯で区画する。

599は隆帯で区画された幅狭の口縁部文様帯に沈線で爪形状文を連続させる。胴部は細かい条線文等で

充填し、区画隆帯から沈線を垂下させて文様を抽出する。中期の所産と思われるが類例の増加が望まれ

る一点である。

600～607は口縁部の区画文内を沈線で充填する。600と601は同一個体で、600が601の右側で接合した。

隆帯による細長い楕円区画文内に沈線を沿わせ、内部を沈線で矢羽状に充填する。区画文の連結部分か

ら沈線３本を垂下させる。602～604.606.607は区画文内を縦位の沈線で充填する。602と607には区画文

の下位に条線文が施される。605は短沈線で充填し、区画の連結部から１条の沈線を垂下させる。

608は上位２列、下位を１列の円形刺突文を挟む平行沈線で文様帯を区画する。609は偏平な隆帯で口

縁部文様帯を区画し、610は区画文内を刺突文で充填する。611は波状口縁を呈し、単節ＲＬの縄文を充填

する区画文を配し、その下位になぞりの沈線で渦巻き文を抽出する。612は１列の円形刺突文を挟む平行

沈線で文様帯を区画する。

613は細長いねじれの突起を付し、その突起下に円文を配し、その左右にロ縁に沿って円形刺突文を巡

らす。614は角状の突起を付し、その突起の頂部から口縁に沿って太沈線を施す。突起下には沈線で区画

された磨消帯を垂下させる。615は楕円区画文を沈線で区画し、先端部を蕨手状とする懸垂文の一部が見

られる。616は舌状の突起を呈する。渦巻き状の深い快りを施し、その下位に沈線による文様を抽出する。

617は波状口縁を呈し､沈線により渦巻き文と懸垂文を施す。

618は沈線により楕円区画文と懸垂文を施す。619と620は交互刺突文を挟む平行沈線で文様帯を区画す

る。621は復元口径12.5cm｡幅の狭い口縁部文様帯は隆帯による２つの円文を挟んで左右に渦巻き文を配

す。下位には沈線による懸垂文を垂下させる。
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622は高まりのある隆帯により楕円区画文を配し､区画内を刺突文で充填する｡口縁に沿う隆帯に突起

部がある｡大木系の所産と考えられる。

623は方形の突起で、外面は口縁に沿って沈線を巡らし、内部を単節ＲＬの縄文で充填する。内面には

隆帯で渦巻き文を付す。624は口縁部文様帯の下位を隆帯で区画し、区画内に深みのある沈線で渦巻き文

等を施す。625は隆帯による楕円区画文内に円形刺突文を充填し、３本１組の平行沈線による蛇行文等を

抽出する。

626は山形を呈する口縁部片。地文は櫛歯状工具による条線で縦や斜位に充填する。文様は１幅の一定し

ない雑な粘土紐を使用している。頂部に細長い楕円文を付し、そこから歪んだ円文や垂下文と横位の区

画文を施し、粘土紐には沈線を沿わせる。内面には沈線に沿って上方に突出する部位が残る。帰属不明

な土器片であり、今後の資料増加に期待したい。

627は口唇部を尖らせ､内面に稜をもつ｡文様の楕円区画文部分は隆起し､縄文ＲＬを施す。628は丸みを

呈する波状口縁で､ロ縁に沿って無文帯を設け､その下位を単節ＲＬで充填する。629は２本１組の沈線に

よる区画文を施す。630は斜位の条線文を地文とし､幅の狭い口縁部文様帯に沈線で円文と刺突文を施す。

円文の下方に沈線文を垂下させる｡この円文の上方は突起付されたと思われる剥がれがあり、円文は渦巻

き文の可能性がある。

631は口縁部無文帯の下位に３本１組の沈線を横走させて文様帯を区画する。区画文内には沈線を蛇行

させて垂下させる。632は小さい舌状突起を付し､沈線を雑に横走させる口縁部片｡633は器面が荒れてい

るので詳細は不明であるが､口唇直下に隆帯を巡らせ､口縁に沿って２条の横位線文、胴部に懸垂文を垂

下させる。

634～636.643.647.648は沈線文間に円形刺突文を連続させる｡634の刺突文は径が1.3cm前後を測る

大きい刺突文で､凹は円錐形とする｡635は波状口縁を呈する口縁部片で沈線文間に円形竹管文を挟む。

636.647.648は先端が丸い工具による刺突文。636は山形を呈する口縁部片で区画の下位に縦位の条線

を施す。

637は口縁部無文帯の下位に３本１組の沈線を横走させる｡638は２本１組の沈線を口唇部下に巡らせ、

下位には波状文を抽出すると思われる。639は口縁部下に刺突文を横走させ､下位に３本１組？の沈線で

文様を抽出する。640は櫛歯状工具による縦位の条線文を地文とし､沈線により鋸歯状文を施す。641は丸

みを呈する波状口縁と考えられ､渦巻き文等を沈線で抽出する｡642は口縁部下の沈線文間に円形竹管に

よる交互刺突文を施す｡643は横走する沈線文間に円形刺突文を連続させ､重層させる。

644～646の口縁部片は三列で円形刺突文を横走させる｡644～646は同一個体と思われ､下位に櫛歯状工

具による条線を縦位に充填する。

649は復元口径16cm、残存器高16cmの深鉢。口縁部を短く外反する無文帯とし､隆帯により文様帯を区

画し、胴部下半は無文とする。文様帯は隆帯により方形区画を配し、上位区画を押圧によるヒダ状隆帯

とする。単節ＲＬの縄文の施文は隆帯の貼付後（隆帯上にも縄文が見られる）に行われている。

650は復元口径24.5cm、残存器高24.5cmの深鉢。直線的にやや外反し､緩やかに内湾する口縁に移行す

る寸胴の深鉢｡調整痕を残す無文の口縁部は雑な横位の沈線で区画される。この沈線には円形凹文が間隔

を開けて施されている｡胴部下半には単節ＲＬの縄文が施され、櫛歯状工具による不揃いな条線文が縦位

に充填されている。後に雑な沈線による逆Ｕ字状懸垂文を垂下させる。

651は口径28.8cm、残存器高23.7cmの深鉢｡細く括れ気味の胴部下半から上方に向けて外反し､口縁部を
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直立とする｡櫛歯状工具による条線を縦位に充填する。

652～656の口縁部片は横位の沈線で区画され､上位を無文帯とし､下位を縄文で充填する｡652と654は

磨消帯を挟んで区画文が配されている｡655は朱彩が部分的に残る。

657～686は櫛歯状工具による条線を施す｡657～662.665の口縁部は横位の沈線で区画され､上位を無文

帯とし､下位を櫛歯状工具による条線で充填する｡657～661は太沈線で区画し、661には部分的に沈線に併

走して条線が施されている｡662は口縁部に突起が付された様な剥がれが残る｡663はなぞりの浅い沈線に

より区画文が配され､区画内を縦位の条線で充填する。

664.666～668の口縁部片は無文帯と条線間に区画を施さない｡669.670.674は頚部に巡る横位の隆帯

により区画され､下位に櫛歯状工具による縦位の条線､669と670は波状に充填する。

671～673.675は口縁部文様の区画内を縄文で充填し､下位を櫛歯状工具による条線を充填する｡6７５．

676.678～680には曲水文等が施文され、676は曲水文を施文後に２本１組の沈線文を垂下させる｡677

の胴部下半片に単節縄文ＲＬを充填し、下位に条線を施す｡678と682は沈線区画による条線文帯と磨消帯

を垂下させる｡681は間隔をもって条線を施す｡685は縦位に充填された条線に沈線で蛇行懸垂文を垂下さ

せる。

687～714は胴部の縄文帯に蛇行沈線を垂下させている｡687は４単位の波状口縁を呈する深鉢である

が、波頂部を欠く。口縁部文様帯は挾りの深い沈線で抽出する。胴部は沈線による懸垂文間を磨消と縄

文を交互に配し、縄文帯に蛇行沈線を垂下させる。地文は単節ＲＬを充填する。

688は復元口径28.8cm､残存器高2Ｌ３ｃｍｏ４単位の波状口縁を呈する深鉢で、口縁部文様帯は隆帯によ

る渦巻き文と楕円区画文が入組む。胴部は沈線による先端部を蕨手状とする蛇行懸垂文と縄文帯を垂下

させる。地文は単節ＲＬを充填する。

689は寸胴形の深鉢で､口縁部の上方と底部を欠く。口縁部と胴部文様帯の区画は、円形刺突文を挟む横

走沈線で施される。口縁部文様帯は沈線により渦巻き状の幾何学文を抽出し、胴部文様も沈線により懸

垂文間を縄文帯と磨消帯を交互に配し､縄文帯に蛇行懸垂文を垂下させる｡縄文は単節ＬＲを充填する。

690は底径６５cm、残存器高lL1cmの深鉢｡沈線による懸垂文間を磨消と縄文を交互に８分割で配し、縄

文帯に蛇行沈線を垂下させる。地文は単節ＲＬを充填する。

691～708.711～714は沈線区画による磨消帯と縄文帯を交互に垂下させ､縄文帯に蛇行懸垂文を施す胴

部片で、692や702.704の様に軽いナゾリのものもある｡６９９．７０４．７０５．７０７の磨消帯は３本１組の沈線

を垂下させる。709と710の磨消帯には円形刺突文を連続させる。

715～718は口唇部やその直下に単列で刺突文を巡らせる｡715は直立気味に内湾する口縁部に４単位の

小波状突起を付す。口縁部下に巡る円形刺突文で口縁部無文帯を区画し、２本１組の逆Ｕ字形の沈線区

画を磨消帯と先端部を蕨手状とする懸垂文を垂下させる。716～718も２本の沈線により区画された磨消

帯で文様を抽出する。

719～728は磨消帯に沈線によるＳ字状文や蕨手状文等を垂下させる。720は沈線区画による磨消帯と縄

文帯を交互に垂下させる。磨消帯には上下に蕨手状文が抽出され、上位でＵ字状区画内に施されている。

721は縄文帯に先端を蕨手状とする蛇行懸垂文､磨消帯に渦巻状文を施す｡722と726は同一個体かも知

れない｡縄文帯は単節ＲＬを充填する。

729～740は平口縁を呈する深鉢｡737を除いて口縁から胴部上位にかけて太沈線で波状文を描き、縦Ｓ

字状文(730.731)や先端部を蕨手状とする懸垂文を垂下させる。
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729は復元口径27.8cm、残存器高16cmの深鉢。738と同様に沈線による幅広のＹ字状の磨消帯を垂下さ

せ､区画内に先端部が蕨手状とする懸垂文を加飾する｡縄文は単節ＲＬを充填する。

738は復元口径24cm、器高31.2cm、底径5.7cmの深鉢｡729に似るが口唇直下に１条の沈線が巡る。沈線

による幅広のＹ字状の磨消帯を６単位で垂下させ、Ｙの上部を構成するＶの下位から先端部を蕨手状と

する懸垂文を垂下させる。縄文帯には先端部が蕨手状として下方を蛇行させる懸垂文が垂下する。縄文

は単節ＲＬを充填する。740は復元口径23cm･口唇直下には沈線が巡る。

741～744は両耳壷と考えられる｡741は口縁部を無文帯とし､隆帯により渦巻き文と楕円区画文を抽出

する｡742と743は内湾する胴部上位に沈線により区画文を配す。

745～753は中期終末～後期初頭に比定される加曽利Ｅ式の影響を継続する土器群である｡高まりの弱

い隆帯による磨消帯と縄文帯を区画する。745と746は同一個体と思われ､745には横位の区画隆帯から逆

Ｕ字文を区画すると思われる隆帯が垂下する。地文は無節の縄文を施す。747～749は同一個体。747に見

られる逆Ｕ字文と幅広の磨消帯に垂下するＵ字状文がある｡地文は単節ＲＬを施す。

752はＪ１Ｈの埋設土器。底径11cm、残存器高37.3cm。長く垂下する隆帯で幅広の縄文帯と磨消帯を区

画する。縄文は単節ＬＲを施す。

754と755は壷形を呈すると思われ､755は橋状把手を付し､隆帯による渦巻き文を抽出する｡756は復元

口径20cm、器高33.5cm、胴部最大径29.5cmの両耳壷｡２本１組の微隆帯により渦巻き文を区画し、区画内

を磨消し、縄文は単節ＬＲを施す。称名寺式期の所産。

757は沈線による細長い楕円区画文を対称的に配し､区画内は磨消しを施す｡地文は単節ＬＲを充填す

る。758は口唇部下に円形刺突文を沿わせ､沈線による楕円区画文？を抽出する｡759も沈線による楕円区

画文？を抽出し､区画内を単節ＬＲを充填する。器面は丁寧に研磨され、小突起を付すと考えられる。

760は円形刺突文を挟む横走沈線で文様を区画し､沈線に沿って１～３段の円形刺突文と単節ＬＲの縄

文を施す。761は４単位の小波状を呈する口縁部片。波頂下を突起させ、口唇部直下に刺突文を連続させ

る。沈線区画による磨消帯で文様を抽出する。地文は単節ＬＲを充填する。

762と765は同一個体であり､762が765の左側で接合｡４単位の小波状を呈し、隆帯により区画された磨

消帯で逆Ｕ字形文を配す。地文は単節ＲＬを充填する。763は緩やかな波状を呈する口縁片で､口縁部無

文帯を隆帯で区画したり､楕円区画文を抽出する。

766は小波状を呈する口縁部片で、隆帯により口縁部無文帯を区画する。波頂下で隆帯を突起させ、沈

線区画による磨消帯と縄文帯で文様を抽出する。地文は単節ＲＬを充填する。767と768は口縁部無文帯

を横位に巡る隆帯で区画する。

769は口縁部無文帯を断面三角形の隆帯で区画し､下位を無節の縄文で充填する。

770～774は「関沢型称名寺類型」と呼称されているものである。770は筒状突起を付し、頂部から内面

にＬ字形に孔が貫通する。突起外面には頂部からＪ字形に隆帯を垂下させ、口縁部無文帯を区画する隆

帯と接する。Ｊ字形の下にも隆帯による区画文が派生する。771～774は沈線を中央に施す幅広の隆帯で

Ｃ字状貼付文を付す波状口縁部片。771と775はＣ字状貼付文の先端部に円形刺突文を施す｡口縁に沿って

円形刺突文を１列～２列挟む区画帯が巡る｡775と776はＣ字状貼付文を付すと考えられる波状口縁で円

形刺突文を挟む区画帯で口縁部無文帯を区画する。

777と779は波状口縁を呈し､777は隆帯､779は沈線で文様帯を区画する｡778は波状を呈する口縁部片か
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も知れない。沈線区画による楕円文に刺突文を配し､区画内を縄文で充填する｡780は口縁部下に屈曲部を

有する。上方を無文帯とし､下位に無節の縄文を充填する。

781は括れ部の無文帯を挟んで上下の二段に無文でＪ字文連結する。782も781に似て無文帯下に無文で

文様を抽出する。783は微隆帯によりロ縁部無文帯を区画し､下位に単節ＬＲを充填する。784は隆帯によ

る区画文内に沈線を沿わせ、内部を単節ＬＲで充填する。785は刺突を施す隆帯を垂下させる｡器面には

櫛歯状工具による縦位の条線文を施す。

786～809は２本１組の沈線間に縄文を充填する縄文帯や無文帯でＪ字文等の文様を抽出する。

786と788は口縁上位に無文帯があり、その下位に縄文帯が巡り、そこからＪ字文が垂下する。788は復

元口径28cm、残存器高13.2cmの深鉢。外反して開く胴部から直立気味に内湾する口縁部に移行する。

791は上下二段でＪ字文を連結し、下段では同文様が横位に連続することが看取される。797は縄文帯

によるスペード鉤Ｊ字文が抽出される。

810は円形刺突文を施す隆帯を波頂から垂下させる｡波頂の内面にも円形刺突文を施す｡811～813は沈

線による区画を縄文帯と磨消帯とする｡811と812は同一個体と思われ､縄文帯に円形刺突文を連続し､８１３

には列点文を施す。

814は口径26.8cm、残存器高15.2cmの深鉢｡やや幅広の口縁部無文帯下に４単位の橋状把手を付す。把

手下端は区画隆帯と連結し､橋状のアーチ部間には沈線が横走する。この沈線と区画隆帯の空間には円形

刺突文を２段に施している。隆帯下位の胴部には沈線区画による磨消帯で逆Ｕ字文（波状文）が４単位

配されている。地文は無節Ｌを充填する。

815～822.828～839.841.849～866は２本１組の沈線で文様を抽出し､その多くは列点文を施すが、

833や841の様に充填気味のものもある｡835は列点文を挟まない｡837には先端部がやや丸みのあるスペー

ド文、838には円形刺突文を施す隆帯が貼付されている｡839にはＪ字文の先端らしき部位が見られる。

815～822は口縁に併走する沈線で文様を区画するものや区画文の無い口縁部片。815は横走する２本の

沈線間に列点文を挟む。816は横走する１本の沈線で区画され、817は列点文を挟む沈線が２列併走する。

818は幅広の無文帯の下位に列点文を挟まない２本の沈線が横走する。

819～822.824は口縁部文様帯を区画する横位沈線が巡らないもの。819と820は挿図より直立すると思

われる｡822は口縁部を肥厚させる｡824は直立気味に内湾する口縁部で口唇部を平坦とする。

823は円孔を穿つ半円筒形の突起｡頂部の半月状平坦面には両端に円形刺突文をもつ沈線が巡る。外面

の下位には円孔が斜め上方に穿たれ、その両脇に円形刺突文を配し、そこから口縁に沿って沈線が巡る。

円孔の上位には２本沈線と中央に円形刺突文を施す円文を貼付する。

825は小波状を呈し､波頂下に２つの円形刺突文を施し、その片方の脇から口縁に沿って沈線が巡る。

826は竹管による小さい円形刺突文を連続させる｡827は突起部に大小の円孔を設け､大きい円孔から沈線

を口縁に沿わせる。

828～838は沈線文間に列点文や刺突文を充填する。833は雨垂れ状に刺突文を充填する。

840は底径５cm、残存器高３cm・注口土器の体部下半であろうか。沈線により区画された磨消帯と縄文

帯で文様を抽出する。841は復元口径13.4cm､残存器高8.7cmの小型の深鉢｡直立気味の胴部から口縁部を

短く外反させる。沈線区画により文様を抽出し､区画内に刺突文を施す。

842は口径28.8cm、残存器高38cm・底部から胴部下半はやや外反し､中位から直線的に口縁部に移行す

る深鉢で口唇部を尖らせる｡文様帯は横走する沈線で区画される。その下位に先端部に文様を抽出し、下
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端を開放する懸垂文を垂下させる｡先端部の文様はスペード文やＪ字文等が抽象化されたものであり、称

名寺式期の終末～堀之内式初頭と考えられる。

843は円孔を穿つ突起部で､円孔の両側に挾れの深い円形刺突文がある｡波頂から孔の周囲を巡り平口

縁に向けて｢つ｣の字状に沈線を施す｡844は沈線を横走させ､口唇部下位の２本間には斜位の刻目を充填

する。845はロ縁部に横走する２本の沈線が連結し、円形刺突文を施す。846の突起部には円孔と円形刺

突文が施され､口唇下に沈線が巡る｡847は口唇先端部を尖らせ､沈線を挟んで｢く」の字状に屈曲する口縁

部｡848は口唇下に円形凹文を沿わせ､併走する２本の沈線を垂下させる。

849～851は沈線間に列点文や刺突を施す｡852は尾の長い刺突を施す｡８５３．８５４．８５６はＪ字文を垂下さ

せると思われる。856と860は同一個体と思われる｡858はスペード文？を抽出すると思われる。

867～973は堀之内式期に帰属する。871は円形刺突文を基点として渦巻き文を左右対称となる様に配

す。874は頚部に刻み目を施す隆帯を２条巡らし、８の字状貼付文を付す。下位に沈線による渦巻き文等

を抽出する。876は頚部に平行沈線を巡らせ､下位に弧文を重層させたりしている｡879は平行沈線により

渦巻き文を抽出する｡880には方形区画を配す。

８８３．８８４は垂下する蛇行沈線文を施す。885は隆帯を垂下させ､区画文内を沈線で充填する｡886～888は

１～３本の沈線を縦位に施し、区画文内を２分したり、区画文とする。

889～893は磨消縄文を用いて沈線文で菱形区画文の内部を重層するもの。894は朝顔形深鉢の口縁部

片。口唇部に指頭による内部への押し込みがあり突出する｡内面の突出部両側に刺突文があり、１条の突

帯が巡る。

895～919.927.928は刻み目隆帯が１～２条巡る口縁部片でその大半に８の字状貼付文が付くと考え

られる。文様は帯縄文により文様を抽出するが、詳細は不明な破片が多い。

895は波状口縁を呈する｡波頂下に円孔を設け､孔の回りを隆帯が巡る｡898は口唇部内面を方形状に肥

厚させ､円形刺突文を施す。

905は内面に突帯があり､外面の隆帯には縄文原体を斜位に押して刻目に似せる｡911は内面に弧文と３

条の横走沈線を施す。915は口唇部内面を突帯状とする。

918は併走する２本の刻み目隆帯が口縁部に巡る。隆帯間には８の字状貼付文が付され、小突起下では

楕円文が配される。隆帯と楕円文との結合部分の四方には円形刺突文が施される。楕円文からは連続す

る刺突文を施す縦位隆帯が垂下する。その左右には方形区画文が配され、一部に渦巻き文状のモチーフ

が看取される。小突起の内面は横Ｓ字状文が円形刺突文を抱いたり、先端部に施している。

927と928は同一個体で復元口径37.5cm、残存器高28.5cmの深鉢。口縁は緩やかな波状気味とする部分

と凹む部分がある。波状部分は円文、凹み部分には刻み目隆帯が舌状に垂れている。文様帯は縄文帯と

磨消帯で入り組渦巻き文を抽出する。縄文は単節ＬＲを施す。

931～934.938は２条の沈線で区画する縄文帯と磨消帯で三角形文を抽出すると考えられる口縁部片。

935.937は同一個体。外反して開く胴部から口唇部を噴状に屈曲させる。２条の沈線で区画する縄文帯と

磨消帯で入り組渦巻き文を抽出する。

936の胴部片938は三角形区画文内を縄文帯と磨消帯の三角形文で充填する。

940は緩やかな波状口縁を呈し､内面に円形刺突を２箇所に施す。

９４１．９４２．９４４は８の字状貼付文を付す｡944は932と同一個体の可能』性がある｡945は突起を付す口縁部
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片。

943は平口縁を呈し､口唇直下の内面に浅い窪みを巡らす｡単節ＬＲ縄文を充填した後、２本沈線により

横位の区画文とその空間を鋸歯状に施して底辺が交互する三角形文を抽出する。

９４６．９４７．９５０．９５１は一条の沈線を巡らせ､沈線でおそらく三角形の文様を抽出すると考えられる｡948

の口唇部には指圧により内傾させ､内部に円形刺突文をその両側は刻目を施す。

949は口唇に沿って１条の沈線を巡らせ、瘤状の貼付文から２本１組の弧文を派生させる。内面には雑

に３本の沈線が巡る。

952は斜位の沈線､953は沈線文間に三角形文を配す。

954は復元口径28.3cm・球状気味の胴部から緩やかに外反し、口唇部を内傾させる。頚部に巡る半裁竹

管による平行沈線で文様帯を区画し、平行沈線文上に８の字状貼付文や連続刺突文を施す隆帯を付す。

胴部文様は平行沈線により、貼付文下に半円文、その下位に縦位に弧状文を垂下させたりする。地文は

単節ＲＬを施す。

955～973は三角形区画文や菱形区画文、渦状文を入組とするもの。

974～1005は加曽利Ｂ式期に帰属する。974は口縁部に隆帯による小突起を付す｡強く内湾する尖り気味

の口唇とし、内面の口唇直下に突帯が巡り、その下方に４条の横線を巡らせ、３段の幅狭の縄文帯を作

り出す。外面の口唇直下の屈曲部に沿い沈線が巡り、口唇部と屈曲部に斜位の刻目を施す。外面も４条

の横線を巡らせ、３段の縄文帯を作り出し、外面に縦位の沈線で区切る。975は口唇部は刻目を施して鋸

歯状とする。内面の突帯の間に列点文を巡らす。その下位に４条の沈線が併走する。外面は沈線区画に

よる縄文帯と沈線文帯を２段に繰り返し、沈線文帯には雨垂れ状の刺突文を段違いで垂直に施す。９７６

の突起は上部を鍔状に突出させ、下位に貫通孔を設ける。鍔状の突出部と裾部に円形刺突文を施し、区

画上部を連続刺突文と横位沈線が巡り、その下位に対弧文を配す。977は沈線区画による縄文帯をやや斜．

位の沈線で区切る。978は縄文帯を縦位の沈線で区切る。

981～988.990.991は外反する頚部から屈曲部を設けて無文の口縁部を直立気味や内湾させる深鉢で

屈曲部には２条の沈線で区画され、連続する刺突文が施されている。屈曲部の内面には１～２条の沈線

が巡る。

982は対弧文、987は円形の凹みを施す突起と対弧文が見られる｡989は鉢形土器。先端部が丸い工具で

円形文を凹ませ（内面に窪みを整形する時に押された突出部分がある)、それを円形の沈線で囲む。９９５

の外面は無文で､内面に文様がある｡口唇部は尖り気味とし､口唇部の内面に斜壜位の刻目を施し､その下位

に断面が蒲鉾状の突帯が巡る｡さらに下位には密に平行沈線を多段に併走させ､交互に細かい斜穰位の刻目

を施す｡996は浅鉢形土器と考えられる｡口縁部は｢＜｣の字に屈曲し､口唇部は鋸歯状となる様に刻目を施

す。口唇部直下の内面に列点文､そして断面三角形の突帯が巡る｡その下位は、995と同様に平行沈線多段

に併走させ､交互に細かい斜位の刻目を施し、下位はやや幅広の縄文帯とする。

1002は算盤玉状に張り出した屈曲部。下位を無文とし、屈曲部に縄文帯を巡らせ、弧状の磨消縄文と

その連結部に円形凹文を配す。1003は頚部上位に未調整部分がある。

1005は研磨された胴部は直立気味に内湾し、頚部で「く」の字形に屈曲する。口縁部は緩やかに外反

して開く深鉢である。胴部最大径は25.7cm・頚部に太沈線が巡り文様帯を区画し、縦に連なる対弧文を

配する。地文は単節ＬＲを施す。

－５７－ 



1006～1025は後期の粗製土器等である｡1006～1012は縄文施文が見られ､1011は口唇部を尖らせる｡そ

の他は口唇直下の内部に沈線が巡る。

1013～1019は縦位や斜位に条線文や沈線を施す｡1013はナゾリの痕跡を残し､1014は口唇部を丸くす

る。1016は1.2cm幅の平行沈線を下～上位方向に施す。1017は１本描きの沈線､1018は櫛歯状工具？によ

る多条細沈線で格子目文を抽出する｡1019は雑に条線文を施す。

1020～1022は多条細沈線で曲水文等を抽出する｡1023は横位にナゾリの痕跡を残す｡1025はミニチュア

土器で､器面は研磨されている。

1026～1038は網代痕を有する後期の底部片。

1039～1057は後期の注口土器｡1039は算盤玉の器形を呈する。下位を無文とし上位を文様帯とする。口

縁に沿い把手下に縄文を施文する幅１cm前後の偏平な隆帯を付す｡把手下はＸ字状とし、交点に円形刺突

文を施す。この隆帯下から屈曲部は沈線区画による縄文帯と磨消帯で三角形や円形の入り組み文を抽出

する。把手は1052に似るものであり、注口は把手下に付される。

1040は沈線区画による頚部に連続する刺突文を挟む沈線が巡り、沈線区画内を縦位の短沈線で充填す

る胴部文様が残る。口縁部と胴部を繋ぎ三角形の橋状把手を付す。側面と縁に沿って沈線が施され、接

合部分の両端には円形刺突文を設ける。口縁部との接合部分に施された円形刺突文は８の字状貼付文の

端となり、隆帯が文様を区画する。隆帯上には単節ＬＲを施す。

1041.1042と1047は算盤玉の器形を呈する屈曲部分で､縄文帯で文様帯を区画する。1041と1047は区画

文内を沈線で重層的に充填する｡1042は沈線で同心円文か渦巻き文を配す。1043は上げ底状の底部から緩

やかに内湾する体部へ移行する注口土器と思われる。外面は研磨されて黒色の光沢を放ち、横位に沈線

が巡る。1044は注口土器かミニチュア土器か不明である。隆帯により文様帯を区画し、渦巻き文を配す。

1045は沈線による渦巻き文と重層する区画文を抽出し、ｌ偏狭の縄文帯も見られる。1046は注口と休部

の接合部分｡休部には沈線区画内を縄文で施したり、平行沈線を集合させて文様を抽出する。1048と1049

は注口片。1049は丁寧に研磨されて、光沢がある。体部と接合部に隆帯を巡らし、下方の付け根部分に

８の字状貼付文を付す。１０５０と1051は三木一組の沈線で文様を抽出する。

1052の把手は偏平な板状を呈し、先端部を杓文字状に丸くする｡1053は体部上半を文様帯､下半を無文

とし､注口の接合部分が見られる｡文様帯は２本１組の沈線間に縄文を施す鋸歯状文を横位に巡らし､そ

の空間に三角形文を配す｡1054は平行沈線による弧文を重属させたり、Ｓ字状入り組文を施す。

1055は注口の接合部分にＳ字状入り組文を巡らす｡1056は細沈線で文様を抽出する｡1057は円形の穴の

あく吊り手を有し、その頂部下には横８の字状貼付文がある。幅１cm前後の条線文帯で文様帯を抽出し、

部分的に細沈線で蛇行懸垂文やＳ字状入り組文を加飾する。

1058～1324は《付表》に記す。
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〈付表〉

並木Ａ地点遺跡石器.+製品等の計測表

NＣ器種長さ幅厚さ重さ石材等NＣ器種長さ幅厚さ重さ石材等

248打製石斧１０．０４．２２．３１２０９無斑晶質安山岩２４９打製石斧８．６７．８２．６１７２９頁岩

251〃９．７４．８2.0９３９頁岩250〃１０．８４．０１．８８８９頁岩

253〃１０．０４６1７１０１９頁岩252〃９．２４．６１．７８３ｇ頁岩

254石錐２．７１．７０．５１．８９頁岩 255石鍍２．０１．５０．３５０．８ｇチャート

257〃３．２１．７０．２５０９９珪質頁岩256〃Ｌ９１．５０．３０．５９頁岩

258〃１．７Ｌ６０．４０．７９無斑晶ｶﾞﾗｽ質安山岩２５９〃３．９２．２０．６４．５９黒色絨密質安山岩

260石錐３．３１．７1.0４．５９無斑晶ｶﾞﾗｽ質安山岩２６１石匙２．１２．４０．３５１．４ｇ変質流紋岩

262凹石（115）８．６４．６４０３９）､1石安山岩 263凹石９．８７．４５．２493ｇ輝石安山岩

264石皿（14.3）（12.7）６．３５１２２９９輝石安山岩 265石Ⅲ（16.3）（12.6）５．４１１５０９輝石安山岩

267斑状耳飾り（5.5）（2.4）１．０１５．６９頁岩266〃（17.3）（12.5）６．２16619輝石安山岩

268垂飾り２６９ 加元十製品

並木Ｃ地点遺跡石器･土製品等の計測表

NＣ器極ⅢHir屑長さ幅厚さ重さ石材等ＮＣ器種１１１土位置長さ幅厚さ重さ石材等

4.0×3.8cｍ９mm１６０９中期土器片１０５９カNT十靭吊３．３×3.1ｃｍ1.3ｃｍ１６．６ｇ中期土器片1058力Ⅱ丁十醐吊

4.1×3.9Ｌ１ｃｍｌ６ｇ中期土器片１０６１〃 3.3×3.2ｃｍＬＯｃｍｌ２６ｇ中期土器片1０６０〃

3.0×2.9ｃｍＬ２ｃｍｌＯｇ中期土器片１０６３〃 4.8×4.2ｃｍＬ８ｃｍ４７ｇ中期土器片1062〃

1064ＪＪ４Ｄ３．７×3.3１．４０，２０．６９中期十器片１０６５〃 4.4×4.3ｃｍＬ９ｃｍ３４４ｇ中期土器片

lO671A状耳飾り捨て場ＡlO66IA状耳飾り捨て場Ｃ 549 

1068耳飾り捨て場Ｃ

1071打製石斧表土１２．６４．９１．５１２７９ドレライト１０７２〃表土１２．５４．２５１．３０７９ｇ頁岩

1０７３Ｍ表土９．３４．１2.0７９ｇ頁岩 1074〃表土１２．０４．５０１．９０１１８９重背石ﾎﾙﾝﾌｪﾙ

1075〃表土１０．９４．６1６８６９頁岩 1０７６〃表土１２．７４．７０２．４０１３３９頁岩

1077〃表土８．９４．４１．５５５９９頁岩１０７８〃表土１０．９４．００２．１０９５９頁岩

1079〃表土９．５４．２１．２５５３９無斑晶質安山岩１０８０〃表土ＩＬ２３．８０１．５５８４９頁岩

1081〃表土９．６４．７１．６６１ｇ頁岩 1082〃表土９．３４．５０１９０９７９頁岩

1083〃表土（100）５．７２．７２０６９無斑品質安山岩１０８４〃捨て場Ａ１１．６５．００１．９０９７９無斑品質安山岩

lｑ６５．６１．７１１１９無斑晶質安山岩１０８６〃捨て場Ａ１０．３４．２０１．８０８７９頁岩1085〃

1087’『捨て場Ａ101５．７１．７５１０１９無斑晶質安山岩１０８８〃捨て塀Ａ１０２４．３０２．０５８３９頁岩

1０８９〃捨て場Ａ８．８４．３Ｌ３５５７９無斑晶質安山岩１０９０〃捨て期Ａ９．９４．４０２．１０１０６９無斑品質安山岩

1091’?捨て場Ａｌ2.3５．３２．０１８０９変輝緑岩１０９２〃捨て場Ａ１０．１４．１０１．８０１１３９無斑品質安山岩

1093’捨て場Ａ１０９５．５１．８９５９無斑晶質安山岩１０９４〃捨て場Ａ（9.2）６．４０２．６５１５４９頁岩

1095’’捨て場Ａ１２．０４．７２．１１４６９無斑晶質安山岩１０９６〃捨て場Ａ（12.1）７．３０３．００３９０９無斑晶質安山岩

1097〃捨て場Ａ（9.2）４．５２．２５１２０９砂岩 1098〃捨て場Ａ８．６４，５０１．３０４８９無斑晶質安山岩

1099〃捨て場Ａ９．８４．９１．９１００９無斑晶質安山岩１１００〃捨て場Ａ８．４４．６０１．１５４２９頁岩

1101〃捨て場Ａ（7.6）４．３１．４５５６９頁岩 1102〃捨て場Ａ８．５３．９０１．１５５３９無斑晶質安山岩

1103〃捨て場Ａ11.0５．８２．３１７５９無斑晶質安山岩１１０４〃捨て用Ａ（7.7）４．４０１．９０８７９頁岩

1105’'捨て場Ａ（8.2）６．２２．８１４１９無斑晶質安山岩１１０６〃捨て喝Ａ１０２３．８０１．７５７９９無斑晶質安山岩

1107’'捨て場Ａ１０，５４．２１．４８０９頁岩１１０８〃捨て場Ａ９．４４．５０Ｌ2５６７９無斑晶質安山岩

1109’ノ捨て場Ａ１１．６４．５１．８５１２１９頁岩１１１０〃捨て場Ａ（9.3）４．７０２．７０１２８９無斑晶質安山岩

1112〃捨て場Ａ（9.1）５．００２．２５９１９頁岩1111〃捨て場Ａ９．５４．８２．４１１５９頁岩

1113〃捨て場Ａ９．３６．２１．６５９２９頁岩 1114〃捨て場Ａ９．８４．５０２．８０１５７９頁岩

1115〃捨て場Ａ９．２５．４１．７７１９無斑品質安山岩１１１６〃捨て場Ｂ11.4４．７０１．５５１０３９無斑晶質安山岩

1117〃捨て場Ｂ１１．２６．１２．６５２０６９無斑晶質安山岩１１１８〃捨て場Ｂ（11.0）４．９０２．０５１４７９頁岩

【119〃捨て場Ｂ（7.6）５．９２．６５１４２９無斑晶質安山岩１１２０〃捨て場Ｂ（7.7）４．３０１．６５６７９無斑品質安山岩

1121〃捨て場Ｂ（10.0）５．７２．３１４１９頁岩 1122〃捨て鳩Ｂ１０．３８．９０２．９０３６６９無斑晶質安山岩

1123〃捨て場Ｂ１０．１６．８２．１１３９９無斑晶質安山岩１１２４〃捨て場Ｂ13.0４．８０２．２５１７１９ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ

1125〃捨て場Ｂ９．３５．４２．６１３４９無斑晶質安山岩１１２６〃捨て場ＢａＯ５．５０２．３５８３ｇ頁岩

1127〃捨て場Ｂ１１６５．１１．８９８９無斑晶質安山岩１１２８〃捨て場Ｂ9.0４．１０Ｌ９０７６９無斑晶質安山岩

1129〃捨て場Ｂａ３５．０２．４１１７９無斑晶質安山岩１１３０〃捨て場Ｂ（9.3）４．５０２．５５１２３９ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ

1131’’捨て場Ｂ（8.3）４．６１．９８９９無斑晶質安山岩１１３２〃捨て場Ｂ１２．６５．５０２．００１５９９黒色繍密質安山岩

1１３３〃捨て場Ｂ１０．２５．７２．７５１０３９無斑晶質安山岩１１３４〃捨て場Ｂ９．６５．４０１．８０１１０９黒色撤密質安山岩

1135〃捨て場Ｂ９．９３．６Ｌ４６０９ﾎﾙﾝﾌｴﾙｽ１１３６〃捨て場Ｂ（8.8）４．１０１．５０６６９無斑晶質安山岩

1137〃捨て場Ｂ９．６４．５２．０１０６９無斑晶質安山岩１１３８〃捨て場Ｂ１１．３５．００２．６０１６５９頁岩

1139〃捨て場Ｂ９．７５．３Ｌ８９１９覇石ﾎﾙﾝﾌｴﾙｽ１１４０〃捨てjjlB~Ｃ１０．３３．７０１．３０７０９無斑晶質安山岩

【141〃捨て場B~Ｃ１３．１５．７１．９１１０９黒色繍密質安山岩１１４２〃捨て場Ｃ１２．１５．１０２．００１４３９頁岩

[143〃捨て場Ｃ１１．６４．３１．５７９９頁岩１１４４〃捨て胴Ｃ１０８４．８０１．６５９８９無斑晶質安山岩

1145〃捨て場Ｃ１ｑ５５．８Ｌ５５１０１ｇ無斑晶質安山岩１１４６〃捨て場Ｃ１１．０４．４０Ｌ９０８７９ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ

1１４７’’捨て場Ｃ１４．０５.ＯＬ９１４２９頁岩１１４８〃捨て場Ｃ１Ｌ３４．８０２．００１３９９無斑晶質安山岩

1149〃捨て場Ｃ９．６４．８２．２１０１９無斑晶質安山岩１１５０〃捨て場Ｃ１０．３３．８０１．６０６２９頁岩

－１４９－ 

ＮＣ器翻長さ幅厚さ遠さ石材等ＮＣ器種長さ幅厚さ重さ石材等

248打製石斧10.0４`２２３１２０９無斑晶質安山岩２４９打製石斧８．６７．８２６１７２９頁岩

250〃１０．８４.ＯＬ８８８９頁岩２５１〃９．７４．８２．０９３８頁岩

252〃９．２４．６１．７８３９頁岩２５３〃１０．０４．６１．７１０１９頁岩

254石艦２．７１．７０５１．８９頁岩２５５石蟻2.0１．５０．３５０．８９チャート

256〃１．９Ｌ５０３０．５９頁岩２５７〃３．２１．７025０．９９珪質頁岩

258〃１．７１．６０．４０．７９無斑晶ｶﾞﾗｽ質安山岩２５９〃３．９２．２０．６４．５９黒色繊密質安山岩

260石錐３．３１．７１．０４５９無斑晶ｶﾞﾗｽ質安山岩２０１石匙2.1２．４０．３５１．４９変質流紋岩

262凹石（11.5）８．６４．６４０３９輝石安山岩２６３凹石９．８７．４５２４９３９輝石安山岩

264石皿（14.3）（12.7）6.3512299輝石安山岩２６５石皿（16.3）（12.6）５．４１１５０９輝石安山岩

266〃（17.3）（12.5）６．２１６６１９輝石安山岩２６７班状耳飾り（5.5）（2.4）1.015.69頁岩

268垂飾り２６９加:Ｔ十製品

NＣ器種肚上位置長さ幅厚さ重さ石材等ＮＣ器稲ｌＨ土位圃長さ幅厚さ重さ石材等

ロ加

りり斧

倒

土伽Ⅱ〃繍飾蝿，，〃Ⅱ，脚〃〃Ⅱ、０個〃〃〃〃〃，〃〃〃脚〃，，，，〃，〃〃，〃〃〃，，〃〃
工

駿耳打

刷
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脳叺ｍ８ｕ９⑪扣加＆姐叩⑫似叺⑰Ⅲ⑱ｍｎｕｕい、⑰⑪扣叺、８低川阯Ｌｕ肥、加皿Ⅲ
９mln160g中期土器片

1.1ｃｍ169中期土器片

1.2ｃｍｌｏｇ中期土器片

1.4ｃｍ20.69中期土器片
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８ ■ Ｉ 

４９両●■ ２１２ 
４ ■ Ｉ 

５ ■ １ 

弱Ｏ２ＬＬ２ 

５９９頁岩

５３９無斑晶間安山岩

６１９頁岩

2069膳斑晶質安山岩

1119無斑晶質安山岩

1019黛斑晶質安山岩

５７９無庶晶質皮１１１岩

1809変輝I騒岩

９５９無斑晶間安山岩

L16g無鶴質安山岩

1209砂岩

1009無斑晶質安山岩

５６８頁岩

1759黛斑Hil質安山岩

1419無Hf晶質安111岩

８０９頁岩

1219頁岩

1158頁岩

９２９頁岩

７１９禁斑晶質安山岩

2069壌斑晶質安山岩

1429無斑品質安山岩

1419頁岩

1399無斑晶厩安山岩

1349無應晶質安山岩

９８９景斑晶質安山岩

1179蕪斑晶間安山岩

８９９撰斑晶質安山岩

10391雛MH安山岩

６０９ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 

1068無斑晶質安Ⅲ淵１１３８

９１９童if石ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ1L10

110g黒色欄密質安山岩１１４２

７９９頁岩1144

1018無IiI品質安山岩1146

1429頁岩1148

1019無斑品質安山闇１１５０
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3ｃｍ16鯵６９中期土器片

0ｃｍ12.69中期土器片

8ｃｍ４７９中期土器片

9ｃｍ３４４９中期土器片
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3０７９９頁岩

90118g錨石ﾎﾙﾝﾌｴﾙ

４０１３３９頁岩

１０９５９頁岩

5５８４９頁岩

9０９７９頁岩

9０９７９無斑晶質安山岩

8０８７９頁岩

0５８３９頁岩

１０１０６９鵜斑晶質安山岩

８０１１３９紫斑晶質安山岩

６５１５４９頁岩

００３９０９無斑晶質安山岩

3０４８９鴬１K晶質安山岩

1５４２９頁岩

1５５３９駕斑畠質安山岩

9０８７９頁岩

7５７９９無慶晶質安山岩

2５０７９蒸斑晶質安山岩

７０１２８９蒸斑晶質安山岩

2５９１９頁岩

８０１５７９頁岩

５５１０３９鶉斑晶質安山岩

０５１４７９頁岩

6５６７９蒸斑品質安山岩

９０３６６９無斑晶質安山岩

２５１７１９ホルンフェルス

3５８３９頁岩

9０７６９鶉斑晶質安111岩

５５１２３９ホルンフェルス

００１５９９冊台撒密質安山岩

８０１１０９黒色胤密間安山岩

5０６６９鵲Ｈ１晶質安山岩

６０１６５９頁岩

3０７０９鶉斑晶質安山岩

００１４３９頁岩

6５９８９無斑昌質安山岩

9０８７９ﾎﾙﾝﾌｴﾙｽ 

００１３９９無斑晶質安山岩

6００２９頁岩
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捨て場Ｃ

捨て場Ｃ

捨て場Ｃ

捨て場Ｃ

捨て鯛Ｃ

捨て場Ｃ

捨て場Ｃ

捨て場Ｃ

捨て場Ｃ

捨て場Ｃ

捨て場Ｃ

捨て場Ｃ

捨て場Ｃ

捨て場下段

捨て場下段

捨て場下段

Ｊ２Ｈ 

８７９鰄顕却岩１１５２

９４９頁岩1154

1559無斑晶酸111岩1156

1059頁岩１１５８

６９９頁岩1160

1259頁岩1162

146ｇ鰄顕安山岩1164

1029頁岩１１６６

７５９頁岩１１６８

８２ｇ頁岩1170

1719頁岩1172

1379鰄廠安山岩１１７４

９８９鰄品醗峅1176

3089砂岩１１７８

５５９鯛晶鰔雌１１８０

６４９絶舵賊山岩ll82

203g頁岩1184

1309変輝緑岩

0.3ｇ黒耀石1187

0.59瓢晶ｶﾞﾗｽ賊山岩1189

1.99瓢品ｶﾞﾗｽ醗峅1191

2.49鰄晶ｶﾞﾗｽ舷Ⅲ岩１１９３

１．４９チャート１１９５

１．８９黒曜石1197

1.79鰄顕知岩1199

1.49玉ずい1201

1.49鰄晶ｶﾞﾗｽ触雌1203

3.69鰄晶ｶﾞﾗｽ鮫山岩1205

1.69鰄晶ｶﾞﾗｽ質安山岩1207

0.99黒曜石１２０９

１．１９チャート1231

1.2ｇ鰄晶ｶﾞﾗｽ間安山岩1213

0.4ｇ黒曜石1215

1.09変質流紋岩1217

5.89鰄晶ｶﾞﾗｽ酸１１１岩1219

5.89繩晶ｶﾞﾗｽ酸雌1219

0.89繊品餓雌1221

2.49噸赫岩1223

1.89鰄晶ｶﾞﾗｽ間安山岩1225

2.19獅晶ｶﾞﾗｽ賊端1227

0.9ｇ繊晶ｶﾞﾗｽ舷嶋１２２９

０．３９チャート１２３１

7891233 

３５９１２３５ 

6591237 

116ｇ砂岩1239

182ｇ砂岩

6169石英斑岩1242

8259輝石安山岩1244

6889花崗閃緑岩1246

3249輝石安山岩1248

6929輝石安山岩1250

4129輝石安山岩1252

5129輝石安山岩1254

5249輝石安山岩1256

5249輝石安山岩1256

5239輝石安山岩1258

5519輝石安山岩1260

4919輝石安山岩1262

4019輝石安山岩1264

3679輝石安山岩1266

3679輝石安山岩1266

270ｇ輝石安山岩1268

3279輝石安山岩1270

434ｇ輝石安山岩1272

7939輝石安山岩１２７４
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図版１

並木Ａ地点遺跡
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図版２

並木Ａ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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並木Ｃ地点遺跡
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